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部
が
「
翫
家
式
目
」
（
古
式
目
）
、
第
三
部
が

の
名
で
伝
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
指
橘
さ
れ
た
。

當
道
ま
た
平
曲
伝
承
に
か
か
わ
る
資
料
と
し
て
「
當
道
要
集
』
は
最
も
重
視
さ
れ

て
き
た
と
言
え
よ
う
。
そ
の
翻
刻
紹
介
は
改
定
史
籍
集
覧
第
二
十
七
冊
（
明
治
調
）

に
収
め
ら
れ
『
日
本
庶
民
生
活
史
料
集
成
」
第
十
七
巻
（
昭
和
卿
）
に
再
録
、
一
般

に
流
布
し
て
い
る
が
、
『
當
道
新
式
目
」
を
附
し
た
右
の
翻
刻
に
よ
っ
て
『
當
道
要
集
』

を
考
え
る
こ
と
に
問
題
が
あ
る
こ
と
を
注
意
さ
れ
た
の
は
、
加
藤
康
昭
氏
で
あ
る
。

，
加
藤
氏
は
御
著
『
日
本
盲
人
社
会
史
研
究
』
（
昭
鯛
）
に
お
い
て
、
右
の
『
當
道
要

集
』
が
三
部
に
分
か
れ
て
い
て
、
第
一
部
が
「
當
道
拾
要
録
」
な
ど
と
同
一
、
第
二

部
が
「
寛
永
式
目
」
（
古
式
目
）
、
第
三
部
が
『
當
道
要
集
」
な
い
し
『
當
道
要
抄
』

そ
の
後
、
前
田
美
稲
子
氏
（
「
奥
村
家
蔵
当
道
座
。
平
家
琵
琶
資
料
」
昭
弱
、
附
載

研
究
）
に
よ
り
諸
本
の
調
査
が
発
表
さ
れ
た
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
右
の
改
定
史
籍
集

覧
本
の
第
一
部
（
前
田
氏
は
甲
と
さ
れ
る
）
、
第
三
部
（
乙
と
さ
れ
る
）
を
二
種
の
『
當

道
要
集
』
と
認
め
、
さ
ら
に
乙
種
を
、
Ａ
Ｂ
Ｃ
の
三
類
に
分
け
て
い
る
の
で
あ
る
が
、

現
段
階
で
の
私
の
調
査
で
は
、
前
田
氏
の
言
わ
れ
る
甲
本
を
「
當
道
要
集
」
な
い
し

「
當
道
要
抄
」
と
称
し
て
い
る
伝
本
を
見
て
い
な
い
。
そ
れ
ら
は
加
藤
氏
が
指
摘
さ

翻
刻
『
當
道
要
集
（
要
抄
匡
三
種

れ
た
よ
う
に
「
當
道
拾
要
録
」
「
當
道
祖
神
録
」
な
ど
の
別
の
書
と
み
な
す
べ
き
で
は

な
か
ろ
う
か
。
前
田
氏
の
一
覧
表
に
よ
れ
ば
Ｍ
番
の
国
会
図
書
館
蕊
「
盲
人
諸
書
類
」

第
一
冊
当
道
拾
要
録
が
項
目
（
内
題
の
意
か
？
）
「
当
道
要
集
」
と
あ
り
、
甲
本
を
『
當

道
要
集
』
の
一
形
態
と
み
な
す
唯
一
の
証
拠
で
あ
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
し
か

し
、
該
書
は
外
題
内
題
と
も
に
「
當
道
拾
要
録
」
で
あ
り
、
内
容
も
所
謂
『
當
道
拾

要
録
』
（
『
三
十
輻
』
所
収
な
ど
を
参
照
）
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
私
は
「
當
道
要
集
』

／

の
伝
本
は
、
前
田
氏
の
所
謂
乙
本
の
類
の
み
を
指
す
ぺ
き
と
考
え
、
氏
の
三
分
類
を

尊
重
し
な
が
ら
、
調
査
ず
み
の
も
の
を
、
次
の
よ
う
に
四
つ
に
分
類
し
て
み
た
。

●

イ
Ａ
當
道
要
集

ｐ
Ａ
當
道
要
集

當
道
要
集
・
當
道
要
抄
に
関
す
る
伝
本

鈴
木
孝
庸

無
窮
会
・
神
習
文
庫
（
常
道
拾
要
録
）

（
古
式
目
）
當
道
新
式
目
と
合

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
（
無
窮
会
・
神

習
文
庫
本
の
写
）

一
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卜
Ａ
當
道
要
抄
一
冊

チ
Ａ
當
道
要
抄

リ
Ａ
當
道
要
抄

ホ
Ａ
當
道
要
集

甲

へ
Ａ
常
道
要
集

ワ
Ｃ
當
道
要
抄

ヲ
Ｂ
當
道
用
集

ヌ
Ｂ
當
道
尊
種
黍

ル
Ｂ
當
道
用
集

二
Ａ
當
道
要
集
勘
文
録

ハ
Ａ
當
道
要
集

国
会
図
書
館
替
官
紀
談
・
下

所
収内

閣
文
庫
啓
官
紀
談
・
下

所
収

録
と
合

東
京
藝
術
大
学
音
楽
学
部
登

記
・
平
家
相
傳
大
綱
と
合

東
京
大
学
附
属
図
書
館
平
家
相
痙

京
都
府
立
総
合
資
料
館
當
道
拾
露

今
回国

会
図
書
館
（
橋
本
経
亮
写
）

平
家
相
傳 當

国
会
図
書
館
當
道
新
式
目
・
平
家
勘
文
力
Ｃ
営
道
要
抄

国
会
図
書
館
盲
人
式
目
別
集
の
内
當

●

道
新
式
目
と
合

益
田
勝
実
氏

當
道
法
式
大
概
と
合

国
会
図
書
館

所
収

内
閣
文
庫

所
収

と
合

當
道
拾
要
集
と

當
道
拾
要
録
．

替
官
紀
談
・
上

瞥
官
紀
談
・
上

道
略

詳
細
は
別
稿
に
譲
る
が
、
こ
の
四
種
は
四
様
で
あ
り
、
共
有
す
る
部
分
を
多
く

含
む
も
の
の
、
簡
単
に
一
本
で
代
表
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
史
籍
集
覧
本
は

原
本
（
前
田
氏
の
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
無
窮
会
本
を
写
し
た
史
料
煽
纂
所
本
で
あ

ろ
う
。
）
に
忠
実
な
翻
刻
と
言
っ
て
良
い
が
、
本
文
そ
の
も
の
が
良
質
で
は
な
い
。

そ
こ
で
い
ま
こ
れ
ら
の
う
ち
、
Ａ
に
つ
い
て
は
比
較
的
善
本
と
思
わ
れ
る
卜
の
橋

本
経
亮
筆
写
本
の
翻
字
に
、
京
都
府
立
総
合
資
料
館
本
を
も
っ
て
校
異
を
記
し
、

Ｂ
、
Ｃ
に
つ
い
て
は
国
会
図
書
館
本
の
翻
字
照
Ｂ
は
同
系
益
田
勝
実
氏
所
蔵
本

（
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
紙
焼
本
に
拠
る
）
に
よ
っ
て
、
Ｃ
は
、
Ｄ
系
内
閣
文
庫

本
（
タ
）
に
よ
っ
て
主
要
な
校
異
を
記
す
こ
と
と
し
た
。

書
誌
を
簡
単
に
記
す
と
。

３

Ａ
、
国
立
国
会
図
書
館
蔵
『
當
道
要
抄
」
（
わ
“
‐
５
）

７

タヨ

DD

當當
道道
要要
抄抄

し
り
當
道
要
抄
一
冊

写
本
、
袋
綴
、
一
冊
、
縦
二
六
・
○
セ
ン
チ
、
横
一
八
・
九
セ
ン
チ
、
白

茶
布
目
地
表
紙
、
外
題
左
に
う
ち
つ
け
書
き
「
當
道
要
抄
」
、
扉
題
「
當
道
要

抄
」
、
瑞
作
題
「
當
道
要
抄
」
、
全
一
三
丁
、
遊
紙
ナ
シ
、
貼
紙
一
葉
、
表
紙
お

内
閣
文
庫
盲
人
式
目
別
集
の
内
當
道
妬３

新
式
目
と
合

彰
考
館
平
家
物
語
奥
秘
等
と
合

内
閣
文
庫
平
家
物
語
奥
秘
等
と
合
（
彰

考
館
本
の
写
）

内
閣
文
庫
（
彰
考
館
本
の
写
）



上

よ
び
最
終
丁
ウ
ラ
に
「
西
荘
文
庫
」
朱
印
あ
り
。

Ｂ
、
Ｃ
、
は
合
集
の
一
部
に
つ
き
省
略
。

な
お
、
本
稿
は
昭
和
五
十
九
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
（
奨
励
研
究
Ａ
）
お

よ
び
昭
和
六
十
年
度
（
前
期
）
国
文
学
研
究
資
料
館
文
献
資
料
部
第
四
文
献
資

料
室
併
任
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

資
料
の
調
査
等
に
多
大
の
便
宜
を
賜
わ
っ
た
諸
機
関
各
位
、
お
よ
び
益
田
勝

実
氏
、
薗
田
治
子
氏
、
伊
東
玉
美
氏
、
翻
刻
を
快
諾
さ
れ
た
国
立
国
会
図
書
館

実
氏
、
薦
田
治
子
氏
、
伊
奉

一
、
底
本
は
誤
字
と
お
ぼ
し
き
も
の
、
意
味
不
明
箇
所
が
多
い
が
、
と

す
る
こ
と
を
ひ
か
え
る
よ
う
に
し
、
片
仮
名
・
平
仮
名
を
通
常
２

は
、
漢
字
の
字
体
も
で
き
る
だ
け
原
文
に
則
す
る
よ
う
努
刀
し
た
。

意
味
不
明
箇
所
が
多
い
が
、
あ

一
、
説
解
の
便
を
考
え
、
私
意
に
よ
っ
て
適
宜
改
行
・
分
か
ち
書
き
を
施
し
た
。

一
、
Ａ
は
、
橋
本
経
亮
の
本
文
吟
味
と
覚
し
き
雷
き
入
れ
が
多
い
。
こ
の
う
ち
明

ら
か
な
誤
り
と
し
て
直
し
て
い
る
よ
う
な
形
に
な
っ
て
い
る
箇
所
は
、
訂
正
さ

れ
た
方
を
採
用
し
侍
に
注
記
し
な
か
っ
た
。
別
案
並
記
は
（
）
に
入
れ
て
示

れ
た
方
を
採
用
し
特
に
注
記
し
な
か
っ
た
。
別
案
並
記
は
（
）
に
入
れ
て
一

一

、た
▲ ｡

Ａ

に
対
し
御
礼
申
し
上
げ
る
。

し
た
。
な
お
、
Ａ
の
冒
頭
、
文
中
、
末
尾
に
あ
る
橋
本
経
亮
の
考
証
書
込
み
、

お
よ
び
『
平
家
正
節
」
の
書
き
抜
き
貼
紙
一
葉
（
「
紅
葉
」
の
一
部
）
を
省
一

を
省
い

凡
例の

校
異
は
、
片
仮
名
と
平
仮
名
の
間
の
違
い
に
つ
い
て
は
取
り
上
げ
ず
、

』

え
て
判
断

片
仮
名
・
平
仮
名
を
通
常
の
形
に
し
た
外

そ
の
他
頻
出
す
る
二
、
三
の
例
（
也
１
１
な
り
、
或
は
ｌ
あ
る
ひ
は
、
有
１
１
あ

り
、
所
１
１
処
の
類
）
を
除
い
て
掲
出
し
た
。

一
、
Ｂ
、
Ｃ
の
校
異
は
主
な
も
の
に
止
め
た
。

一
、
の
ち
の
検
討
の
便
を
考
え
、
そ
れ
ぞ
れ
に
通
し
番
号
を
付
し
た
。
Ａ
は
、
一
シ

書
き
の
形
を
尊
重
し
、
①
②
…
…
の
如
く
、
Ｂ
、
Ｃ
は
翻
刻
者
の
判
断
に
よ
っ

て
、
Ｂ
は
（
１
）
（
２
）
…
…
、
Ｃ
は
（
ａ
）
（
ｂ
）
…
…
の
如
く
記
し
た
。
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１

２

②
一
平
家
物
語
の
三
部
の
始
終
を
以
て
其
意
を
案
す
る
に
世
の
爲
に
善
悪
の

３

４

５

亀
鑑
と
し
て
本
朝
漢
土
に
至
迄
沙
汰
し
褒
（
ホ
メ
）
す
と
云
事
な
し
逼
代
の
規

６

７

矩
を
に
な
わ
し
む
或
ハ
代
々
の
帝
徳
を
感
し
て
三
皇
五
帝
の
昔
に
應
し
或
ハ
聖

８

９

人
の
佳
名
【
１
ウ
】
を
か
た
ら
ふ
伯
夷
叔
斉
等
か
古
へ
に
及
は
ん
事
を
作
り
文

的
皿
嘘
１
３

を
製
せ
る
事
も
番
（
本
ノ
マ
、
杳
歎
）
に
蒼
頷
か
芳
圏
を
踏
不
吟
し
て
諸
人
才

１
１

４
．
５

士
と
成
て
唐
宋
の
風
業
を
つ
き
不
詠
し
て
敷
嶋
の
道
に
渡
り
詞
花
言
葉
の
林
を

６

ミ
る
或
ハ
公
家
武
家
の
品
族
を
知
り
或
は
諸
國
庄
園
の
郡
衛
（
衙
乎
）
を
知
ル

７１

胆

さ
れ
は
我
朝
の
列
縣
の
系
圖
又
ハ
諸
家
の
日
記
な
と
も
見
っ
へ
し

１
、
一
晨
即
’
’
一
部
２
、
為
に
１
１
４
麺
３
、
と
し
て
ｌ
に
し
て
４
、

至
迄
Ｉ
ｌ
至
る
ま
て
５
、
褒
す
’
１
１
褒
せ
す
６
，
．
に
な
わ
し
む
１
１
に
な
み
し
む

７
、
聖
人
１
１
聖
人
賢
人
８
、
佳
名
ｌ
姓
名
９
、
露
－
１
替
加
、
番
に

４

語
と
号
給
へ
り

１

當
道
要
抄

２

①
抑
平
家
物
語
ハ
本
朝
四
部
の
合
戦
状
之
内
の
矛
三
也
前
後
之
三
部
ハ
何
も
年

２

２

３

号
を
以
題
目
と
せ
り
保
元
物
語
平
治
物
語
承
久
物
か
た
り
是
也
就
中
平
家
物
か２

た
り
の
題
目
ハ
北
野
天
神
少
納
言
入
道
信
西
か
孫
寛
暁
法
印
に
御
示
現
有
て
平
家
物

１
、
要
抄
１
１
要
集
２
、
物
賠
１
１
物
か
た
り
３
、
是
也
１
１
也
４
，

ぺ
つ

号
－
１
上
晉
し
５
、
業
に
あ
ら
す
Ｉ
こ
と
わ
さ
に
あ
ら
す
た
れ
か
是
を
蔑
如
せ
ん
や

Ａ
、
當
道
要
抄
全
（
国
立
国
会
図
書
館
蔵
本
橋
本
経
亮
写
）

５

凡
夫
の
業
に
あ
ら
す

１
２

３
４

③
一
秘
事
と
称
す
る
処
ハ
皆
神
道
の
寄
特
を
明
し
（
ら
）
め
利
閑
の
現
當

５

成
事
を
示
し
仙
（
仏
歎
）
道
の
殊
勝
成
儀
を
わ
譽
象
へ
て
一
念
随
喜
母
徳
を

６な
せ
り

１

④
一
源
平
闘
課
を
沙
汰
し
て
無
常
の
勧
門
を
ひ
ら
き
平
家
繁
昌
【
２
オ
】
の

２

３

古
を
知
て
盛
者
必
衰
の
理
り
を
悟
る
さ
れ
は
言
葉
麗
々
と
し
て
理
趣
綿
々
た
り

４

－
字
を
出
せ
は
千
草
あ
ら
は
れ
一
句
を
（
に
力
）
あ
（
は
力
）
た
れ
は
万
端
知
る

５
６

７
８

数
寄
の
荷
描
（
本
ノ
マ
、
）
文
質
を
以
て
仰
は
弥
高
く
鎖
れ
は
弥
堅
し
夜
光
の

玉
琢
磨
を
く
わ
へ
さ
る
事
な
れ
ば
愚
意
の
讃
嘆
せ
ん
事
其
揮
す
ぐ
な
か
ら
す
唯

９

紅
粉
を
以
て
美
女
の
轌
騨
巴
を
泥
か
こ
と
し

１
、
勧
間
１
１
観
門
２
、
盛
者
必
衰
の
理
り
１
１
盛
衰
の
こ
と
わ
り
３
、

〆
シ

綿
々
１
１
綿
々
４
、
一
句
を
あ
た
れ
は
’
一
句
を
あ
た
れ
ハ
５
、
数
寄
－
１
数

ｌ
は
る
か
に
、
、
睦
甲
１
Ｊ
ふ
み

人
１
１
土
詩
人
Ｍ
、
つ
き
１
１
継
き

鰯
１
１
蜘
蝉
衝
Ⅳ
、
列
縣
ｌ
州
縣

飛
電
行
両

１
、
寄
特
１
１
奇
特
２
、
明
し
（
ら
）
め
ｌ
明
し
め
３
、
利
鬮
１
１
刑
飼

■

４
、
現
趨
成
塞
、
１
１
現
當
な
る
事
５
、
仙
壺
平
１
１
弼
道
６
、
な
せ
り
１
１
成
せ
り

皿
、
不
吟
し
て
ｌ
吟
ぜ
す
し
て
蝿
、
諸

晦
、
不
詠
し
て
１
１
塞
醒
せ
す
し
て
嘘
、
郡

鴫
、
な
と
も
見
っ
へ
し
’
な
と
も
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一一一

１

⑤
一
四
條
之
院
の
御
時
性
仏
と
申
て
僧
正
な
る
人
天
台
山
に
お
は
し
き
此
性

２

３

仏
僧
正
ハ
叡
山
の
検
校
職
成
し
か
俄
に
盲
目
と
成
給
へ
り
さ
れ
ハ
諸
の
盲
目
の

０

５

業
ハ
い
か
梯
に
可
仕
哉
覧
と
山
王
穂
現
に
祈
誓
申
侍
れ
ハ
平
家
物
語
を
う
た
ハ
せ

６

７

侍
る
へ
し
と
御
詑
宣
有
【
２
ウ
】

８

９

扱
性
仏
僧
正
此
平
家
物
語
の
音
曲
ハ
い
か
様
に
仕
侍
る
へ
き
そ
と
亦
山
王
槽
現
に
祈

誓
甲
せ
ハ
ニ
藪
指
坂
よ
か
ん
め
る
と
の
御
詑
宣
也
押
し
方
却
一
錨
琵
担
収
の
ふ
し
を

０１

皿
６

１３

以
て
諸
の
盲
目
共
に
う
た
ハ
せ
侍
り
き

１
、
四
條
之
院
１
１
四
條
院
２
、
俄
に
盲
目
１
１
俄
盲
目
３
、
賭
の
１
１
も

ろ
ノ
、
の
４
、
業
は
１
１
麹
《
に
は
５
、
可
仕
哉
覧
１
１
仕
へ
き
や
ら
ん
６
、

侍
る
ｌ
侍
ふ
７
、
陀
宜
１
１
既
宜
８
、
仕
侍
る
ｌ
Ｉ
在
る
９
、
亦
１
１
又

皿
、
三
敦
担
牢
’
’
三
教
指
帰
皿
、
の
Ｉ
（
ナ
ご
皿
、
其
レ
ー
夫
聡
、

賭
の
盲
目
１
１
諸
盲
目

⑥
一
筑
紫
方
城
一
と
申
検
校
後
宇
多
院
の
御
時
出
來
せ
り
此
城
一
ヲ
検
校

１
γ

２

の
開
山
と
す
在
名
を
云
事
自
是
は
し
ま
れ
り
其
比
城
玄
如
一
と
て
検
校
二
人

３

有
二
人
と
も
に
筑
紫
方
城
一
の
直
弟
な
り
城
玄
ハ
八
坂
方
壺
初
の
検
校
也
如

４

－
は
一
方
壺
初
の
検
校
な
る
に
城
玄
の
在
名
ハ
八
坂
と
号
す
八
坂
の
塔
の
辺
に

５

６

７

す
め
は
也
如
一
の
在
名
ハ
坂
東
と
号
す
此
時
八
坂
方
一
方
と
雨
流
に
相
分
る

８

９
加

正
に
【
３
オ
】
一
派
を
汲
て
雨
翼
を
な
ら
ふ
と
い
へ
と
も
文
章
の
義
理
音
曲
の
躰

奇
６
、
荷
婚
１
１
荷
捨
７
、
以
て
ｌ
ｌ
以
て
観
す
る
に
８
、
仰
は
弥
高
く

ｌ
Ｉ
仰
け
は
い
よ
／
、
高
く
９
、
泥
か
こ
と
し
ｌ
ぉ
さ
む
る
か
如
し

１１

・
吃

ハ
別
条
な
し
亦
覺
一
と
云
検
校
有
是
は
如
一
直
弟
也
在
名
ハ
明
石
と
号
ず

咽
Ｍ

此
覺
一
ハ
尊
氏
將
軍
の
従
母
弟
也
き
播
磨
の
明
石
を
知
行
せ
り
城
玄
検
校
ハ
伏

５１

見
院
御
時
の
久
我
大
納
言
の
舎
弟
也
此
故
に
久
我
殿
を
検
校
の
傅
奏
と
す
花
園

６１

陰
恕
ｂ
城
玄
一
壷
杢
永
を
御
兄
あ
り

１
、
自
是
は
し
漢
れ
り
１
１
皇
６
始
れ
り
、
２
、
比
Ｔ
ｌ
頃
３
、
二
人
１
１
弐

人
４
、
な
る
に
ｌ
な
り
５
、
す
め
は
Ｉ
Ｉ
住
め
は
６
、
如
一
の
在
名
は

１
１
如
一
は
在
名
７
、
と
Ｉ
（
ナ
シ
）
８
、
正
に
ｌ
Ｉ
ま
さ
に
９
、
一
派

Ｉ
一
流
皿
、
汲
て
ｌ
汲
ん
て
、
、
亦
１
１
又
聰
、
如
一
直
弟
也
１
１
如

一
の
直
弟
咽
、
也
き
１
－
也
Ｍ
、
伏
見
院
御
時
の
ｌ
ｌ
伏
見
院
の
御
時
晦
、

此
故
に
久
我
殿
を
検
校
の
偲
奏
と
す
Ｉ
（
ナ
シ
）
躯
、
あ
り
１
１
あ
り
ぎ

１

２

⑦
一
平
家
勘
文
の
録
を
勘
る
に
作
箸
七
人
有
て
品
々
の
本
有
然
と
い
へ
と

３
も
遍
く
其
中
に
流
布
せ
る
ハ
三
本
也
草
案
本
中
害
本
清
書
本
是
也
草
案

４

５

本
ハ
も
ろ
ノ
、
の
盲
目
の
業
と
せ
り
中
書
本
ハ
月
卿
雲
客
翫
ふ
清
害
本
ハ
大
内

６

７

の
秘
府
に
納
ら
る
是
を
雲
井
の
本
と
名
付
ク
【
３
ウ
】

２
３

⑧
一
覺
一
検
校
累
代
の
祖
師
を
越
天
下
無
双
の
上
手
成
故
常
ハ
摂
家
仙
洞

４

５

主
上
の
御
前
へ
召
出
さ
れ
て
平
家
を
う
た
ハ
せ
愛
せ
さ
せ
た
ま
ふ
依
て
件
の
雲

６
７
８

９

脚

井
本
を
下
シ
給
る
其
方
草
案
本
を
打
捨
て
雲
井
の
本
を
以
翫
フ
（
う
た
ふ
）
然

１
、
平
家
勘
文
の
録
１
－
缶
十
家
勘
文
録
２
、
勘
る
に
ｌ
１
以
て
考
る
に
３

遍
く
’
た
ま
＃
、
４
，
も
ろ
ノ
．
、
の
１
１
賭
５
、
翫
ふ
ｌ
ｌ
も
て
ぁ
そ
ふ

６
、
納
ら
る
１
１
上
細
る
７
，
名
付
ク
ー
ｌ
貞
勺
ク

3
、
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１

２

３

⑨
一
音
曲
ハ
只
其
身
の
堪
否
に
よ
る
へ
し
い
っ
れ
の
流
こ
そ
お
も
し
る
け
れ

４
５

６

４
７
シ
ロ
ヂ
ウ
８
ワ
リ
コ
エ
９
＆
▲
コ
エ
且
ネ

と
云
は
愚
成
人
の
申
処
也
平
家
の
音
曲
と
云
ハ
中
音
初
重
折
聾
胃
声
（
峯

胞
ザ
シ
皿
ヒ
ロ
ヒ
吃
胸

声
粍
云
リ
）
指
言
（
指
声
陸
云
）
拾
し
ら
声
是
也
一
但
折
声
も
智
声
も

４

弱

【
４
オ
】
同
事
也
或
ハ
諸
經
和
讃
或
ハ
早
歌
白
拍
子
風
俗
催
馬
樂

６
７

１
１

胆

韓
神
今
椴
祝
言
詑
宣
等
惣
て
諸
道
の
音
曲
に
渡
ル
と
云
々
或
ハ
大
音
に

ｌ

し
て
あ
ら
り
と
静
る
も
郁
或
ハ
小
音
に
し
て
優
美
に
謬
る
も
有
是
皆
人
の
思
々

２

澱
に
侍
る
へ
し１

、
只
ｌ
ｌ
唯
２
、
い
つ
れ
の
ｌ
何
れ
の
３
、
お
も
し
る
け
れ
Ｉ
Ｉ
聾
お

も
し
ろ
け
れ
４
、
云
は
ｌ
い
ふ
ハ
５
、
愚
成
人
ｌ
愚
人
６
、
平
家
の
音

曲
１
１
平
家
音
曲
７
、
中
音
初
単
１
１
中
音
三
重
初
重
８
、
折
壁
１
１
折

音
９
、
胸
声
１
１
峯
音
血
、
指
言
ｌ
サ
シ
音
ｕ
、
拾
１
１
甲
音
ヒ
ロ
ィ

１
１
１
２

胸

間
雨
流
の
先
達
に
越
て
一
派
の
比
（
頭
力
）
角
と
成
ル
さ
れ
ハ
に
や
理
致
庚
博
に

’４

腸
閲

し
て
文
章
微
妙
也
余
本
ハ
義
理
不
正
に
し
て
言
語
に
頗
馳
謬
あ
る
も
彼
雨
家
の

ウ
リ

Ｑ

肥
・

外
ハ
世
の
偏
依
（
本
ノ
マ
、
）
な
き
か
故
に
流
を
つ
く
す
と
ミ
え
た
り

・
１
、
箪
－
１
こ
え
２
、
成
故
ｌ
な
る
問
３
、
常
は
Ｉ
（
ナ
シ
）

４
、
た
ま
ふ
依
て
１
１
恕
給
ふ
に
依
て
５
、
璽
井
本
‐
１
１
震
井
の
本
６
、
給
る

１
１
賜
ハ
る
７
、
其
噂
１
１
夫
よ
り
８
、
草
壷
零
Ｔ
ｌ
上
早
案
の
本
９
、
以
翫

フ
ー
Ｉ
以
て
う
た
ふ
皿
、
然
間
１
１
然
ル
間
ｎ
、
一
派
１
１
一
流
吃
、
比
角

ｌ
頭
角
増
慶
博
１
１
圏
織
皿
、
不
正
に
し
て
ｌ
正
し
か
ら
す
し
て

喝
、
頗
－
１
す
こ
ふ
る
妬
、
あ
る
も
１
１
あ
り
Ⅳ
、
個
依
１
１
心
蝿
伏
岨
、
ミ

え
１
１
坐
見
え

１

２

３

⑩
一
噌
々
切
々
た
、
四
の
絃
の
基
戸
歴
々
な
れ
と
も
宮
畢
團
月
徴
羽
の
八
音

、
４

５

通
す
れ
ハ
オ
ー
オ
ニ
矛
三
才
四
の
絃
共
二
一
越
断
金
平
調
勝
絶
下
死

６

７
８
９

０１

璽
調
尭
鐘
黄
渉
鴛
鐘
盤
渉
神
仙
上
元
十
二
調
子
相
違
せ
す
平
家

１

蛇
聰
肌

の
謬
り
様
琵
琶
の
引
様
ニ
ハ
墨
譜
な
し
師
を
あ
か
め
て
師
を
う
つ
さ
す
唯
お

５１

６１

の
す
か
ら
妙
を
得
る
を
以
名
人
と
す
但
萬
物
ハ
出
処
を
貴
に
よ
れ
り
い
か
に
も

３
７

８１

９１

畷
且
手
【
４
ウ
】
風
流
を
聞
ま
な
ふ
へ
し
文
々
句
々
音
曲
墨
譜
に
羅
綺
を
折
（
を
）

る
事
は
上
手
成
へ
し
釣
騨
寄
白
拍
子
な
と
の
勝
は
風
流
成
を
滅
意
と
す
平
家
榊
語

ｌ

は
我
朝
の
史
記
眞
俗
瀞
（
如
本
摸
乎
）
規
共
申
侍
れ
は
文
讃
に
離
し
て
諸
人
の釦

耳
に
騨
椴
に
瀞
る
へ
し
騨
々
尊
ク
殊
勝
成
処
を
ハ
我
も
随
喜
の
勝
ひ
を
な
し

拾
な
ど
を
ぱ
我
と
文
義
を
な
し
璃
聯
を
ぱ
我
も
合
戦
の
腓
ひ
を
な
し
郭
成
処

ヒ
ロ
ヒ

ワ
レ
訓
誕
プ
ン

を
は
我
も
袖
を
う
る
お
し
狂
言
綺
語
の
所
を
は
我
も
其
身
に
成
て
僻
っ
か
ハ
し
く

調

謬
り
な
せ
る
を
以
上
手
と
す
瀞
と
て
騨
膨
ひ
入
の
過
た
る
ハ
思
ひ
入
の
辮
ら
も
排

晦１

２
３

４

５４

し
、
次
に
声
感
敷
も
の
、
ぷ
し
を
ぷ
（
好
力
）
ミ
音
曲
に
携
る
ハ
無
益
成
へ
し
う１

つ
た
か
ひ
し
て
の
か
ひ
【
５
オ
】
そ
り
卵
に
型
ミ
く
ち
に
獣
ミ
頭
榊
ふ
り
顔
腫

６４

７
８

（
ゆ
欺
）
か
め
な
と
し
て
謬
る
ハ
聞
人
も
其
躰
の
ミ
見
物
し
て
扉
白
氣
な
く
お
か副

し
か
る
斗
也
小
菅
鮮
者
も
大
昔
騨
者
も
く
せ
ノ
、
し
く
な
き
棟
二
音
曲
一
句
の
内

蛇
、
し
ら
声
１
１
白
音
昭
、
但
折
声
も
胃
声
も
１
１
但
し
色
音
と
峯
音
も
Ｍ
、
同

ノ
プ
ト

事
１
１
ふ
回
し
事
躯
、
早
歌
Ｉ
ｌ
早
野
躯
、
祝
冒
１
１
祝
飼
Ⅳ
、
舵
宜
１
１
託

宜
姐
、
渡
ル
ー
わ
た
る
皿
、
霞
る
ｌ
か
た
る
加
、
有
ｌ
ｌ
有
り

皿
、
思
々
ｌ
思
ひ
ノ
、
配
、
心
に
待
る
へ
し
１
１
心
得
待
へ
し
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一

I

●
《
■
■
？
ｇ

に
当
所
一
所
斗
語
る
へ
し
音
曲
ハ
中
音
初
重
騨
（
如
本
緒
力
）
納
る
所
に
て
唯

５

５
２

字
一
シ
瀞
シ
音
曲
か
と
畔
る
斗
に
謬
り
な
す
へ
し
拶
場
な
と
ハ
文
の
字
に
よ
り
て

６１

醜

吟
を
能
や
う
に
し
な
す
へ
し
一
句
の
始
方
終
迄
火
急
成
か
よ
し
柔
和
な
れ
は
感

お
こ
り
て
聞
人
の
退
屈
せ
り
昔
も
今
も
人
の
称
美
に
僻
て
佳
名
を
榊
侍
る
や
壷

的
醜
笛

圖
墨
跡
な
と
ハ
古
き
を
騨
郷
蝋
と
せ
り
音
曲
ハ
其
身
去
て
後
も
献
影
卿
様
に
新
敷

開

呼
自
騨
へ
し
画
に
師
の
一
定
ら
出
て
も
緋
別
【
５
ウ
】
成
の
ミ
騨
多
し
十
人
は

３
別而

ね
２

十
葉
也
聖
人
ハ
自
出
と
て
瀞
ハ
替
里
に
似
す
詠
寄
の
道
も
父
子
の
心
歴
々
な
り

１

俊
成
定
家
の
歌
の
評
ま
雨
様
也
侍
（
本
ノ
マ
、
）
坂
を
腓
て
沙
汰
せ
ら
れ
し
故
に

摂
政
殿
遊
さ
れ
し
平
家
も
郷
れ
に
は
灘
へ
か
ら
す
紳
強
弱
宣
（
本
）
叙
の
差
別
有

と
鄙
共
上
手
は
同
し
か
る
へ
し
當
道
の
語
る
平
家
に
お
ゐ
て
四
の
存
知
五
の
本
意

あ
る
へ
き
也
四
の
存
知
と
識
ハ
或
ハ
禁
裏
仙
洞
の
靭
却
臣
將
軍
の
執
或
ハ
貴

１

蛇

人
瀞
冨
の
畔
（
前
）
畔
殿
（
如
本
実
藪
）
野
人
の
所
に
て
か
た
る
平
家
を
か
た
る

へ
き
也
五
の
本
意
と
琴
ハ
オ
一
癖
本
の
瀞
撰
電
一
二
音
曲
三
二
存
知
”
二
部

弱

咽

色
塞
二
琵
琶
な
る
へ
し
初
め
た
る
所
に
て
平
家
か
た
る
へ
き
様
ハ
祝
言
常
の
こ

剛

と
し
三
句
か
た
ら
は
修
羅
一
句
【
６
オ
】
調
物
一
句
五
句
譜
ハ
愁
嘆
一
句
修
羅

一
句
愁
嘆
に
も
修
羅
に
も
あ
ら
ぬ
所
一
句
坪
ミ
物
一
句
か
た
る
へ
き
也
頓
写
に
ハ

凹

妓
王
二
代
后
葵
小
督
内
裏
女
房
な
と
の
類
か
た
る
へ
か
ら
す
其
故
ハ
智
識
の
前
に

て
女
の
う
は
さ
う
る
さ
し
是
必
緋
（
如
本
）
墨
に
あ
ら
す
通
法
也

１
、
た
、
Ｉ
た
る
２
、
直
々
ｌ
ま
ち
ノ
、
３
、
八
音
ｌ
五
音

４
、
一
銘
１
１
登
越
５
、
下
先
１
１
下
無
６
、
聾
鯛
ｌ
双
調
７
、
黄
渉

ｌ
黄
鋳
８
、
鴛
鐘
１
１
鴬
鏡
９
、
鰹
渉
１
１
盛
鋳
加
、
上
元
１
１
上
無

、
、
語
り
禄
１
１
か
た
り
や
う
蛇
、
引
椴
１
－
圭
弾
橡
咽
、
唯
－
１
只
Ｍ
、
ぉ

の
す
か
ら
１
１
み
す
か
ら
咽
、
以
Ｉ
ｌ
４
以
て
咽
、
資
１
１
た
つ
と
ふ
Ⅳ
、
上

手
１
１
上
手
の
胆
、
ま
な
ふ
ｌ
ｌ
学
ふ
理
折
る
Ｉ
Ｉ
お
る
別
、
早
野

１
１
台
｝
歌
皿
、
筋
は
－
１
坐
即
池
、
杢
亭
１
１
本
銭
鯛
、
物
箪
１
１
物
か
た
り

理
鴬
予
Ｉ
溺
規
晦
均
’
ひ
と
し
う
蝿
届
撤
に
ト
ー
と
、
倉
侍
る
橡
に

”
、
扇
る
Ｉ
‐
か
た
る
鯛
、
返
々
１
１
選
ス
ノ
＼
も
顔
、
恩
ひ
ｌ
鐙
も
ひ

釦
拾
１
１
拾
ひ
型
と
’
１
１
も
銘
文
蕊
１
１
文
融
廻
哀
成
処
ｌ
ｌ
あ

ハ
れ
な
る
所
鍋
、
う
る
簿
し
‐
Ｉ
う
る
ぼ
し
鱒
、
似
っ
か
ハ
し
く
ｌ
に
っ
か
わ

し
く
調
、
鬮
り
ｌ
‐
か
た
り
訂
、
鶴
と
て
ｌ
し
か
り
と
て
認
、
除
ｌ
ｌ
あ

ま
り
鋼
、
韓
霧
？
１
１
無
キ
よ
り
鋤
、
あ
し
渉
ｌ
ｌ
あ
し
く
処
悪
敷
１
Ｉ
あ

し
書
銘
ふ
し
１
１
鰯
鯛
、
ふ
に
音
曲
に
携
る
は
ｌ
こ
の
み
鍵
の
す
る
ハ

“
、
無
益
威
へ
し
ｌ
ｌ
議
し
益
娼
う
っ
た
か
ひ
し
て
ｌ
ぅ
っ
た
か
に
し
て

妬
、
の
か
ひ
そ
り
Ｕ
Ｉ
Ｉ
の
り
ひ
そ
り
銅
、
鼻
丁
Ｉ
Ｉ
は
な
網
、
・
埋
み
１
１
う
つ
み

鍋
、
含
み
‐
ｌ
ふ
く
み
珊
打
ふ
り
Ｉ
う
ち
ふ
り
鼬
、
に
か
め
－
１
に
か
め

蝿
面
白
氣
Ｉ
‐
面
白
け
弱
成
鱈
ｌ
鞍
る
も
の
劉
内
１
‐
中
弱
一

所
一
所
１
１
一
所
二
所
弱
、
斗
１
１
臆
か
り
斑
諸
納
る
所
ｌ
慮
り
お
さ
め
の

ヒ
ロ

所
蝿
威
ツ
ー
ニ
ッ
鞘
闘
る
ｌ
閥
ゅ
る
印
捨
場
Ｉ
ｌ
拾
う
掲

団
、
能
や
う
ｌ
Ｉ
よ
き
橡
腿
、
庫
１
１
な
る
鯛
、
お
こ
り
て
●
１
１
を
と
り
て

“
、
の
１
１
も
噛
菅
ｌ
む
か
し
蝿
依
て
ｌ
よ
り
て
珂
得
侍
る
ゃ

々
Ｇ

Ｉ
Ｉ
上
狩
る
な
り
蝿
規
種
Ｔ
Ｉ
出
祝
模
閏
去
て
ｌ
Ｉ
去
り
て
囮
面
影

１
１
鐸
、
、
残
１
１
残
る
電
衝
白
１
１
着
も
し
ろ
く
洞
、
正
に
ｌ
ま
誉

に
型
師
の
一
定
Ｔ
ｌ
鼻
師
ハ
ー
室
逼
各
別
成
１
１
格
別
な
る
乃
是

Ｉ
（
ナ
ご
両
、
十
葉
也
’
’
十
椴
犯
、
自
出
と
て
ｌ
ミ
っ
か
ら
出
と
て
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１
２

，
一
平
家
に
琵
琶
を
錯
（
掻
乎
）
あ
わ
す
る
莫
私
な
ら
す
勅
定
也
性
仏
僧

３

４

正
或
時
内
裏
奏
し
申
さ
れ
け
る
ハ
件
の
平
家
に
糸
竹
か
か
き
合
て
う
た
ハ
ま
ほ
し

５

６

７

く
存
す
る
ハ
い
か
に
と
奏
せ
ら
れ
け
れ
ハ
実
も
平
家
斗
ハ
さ
う
ノ
、
し
く
侍
へ
る

８

９

０１

１１

間
琵
琶
し
か
る
へ
し
と
勅
定
有
て
上
玄
石
上
と
申
秘
曲
を
當
道
に
ゅ
る
か
（
如
本
）

９

せ
ま
し
ノ
、
き
此
上
玄
石
上
と
申
秘
曲
ハ
仁
明
天
皇
の
御
宇
嘉
祥
の
比
お
ひ
掃
部

１３

Ｍ
鱒
聡

頭
貞
敏
渡
唐
シ
【
６
ウ
】
簾
妾
夫
に
歎
て
三
曲
を
相
傳
の
時
簾
妾
夫
上
原
石
上
の

７１

１２

曲
を
ハ
秘
し
て
貞
敏
に
不
傳
其
後
數
年
を
経
て
村
上
天
皇
の
御
宇
腫
和
の
比
お
ひ

１８

。
９１

八
月
十
五
日
の
夜
主
上
清
凉
殿
の
月
の
宴
に
し
て
玄
上
と
申
御
琵
琶
を
ゆ
る
さ
れ

し
時
瀞
（
影
欺
）
の
様
成
者
御
前
に
参
し
て
じ
ゃ
う
か
を
仕
る
主
上
御
琵
琶
を

１

麓
４
溺

聞
て
（
如
本
閣
歎
）
給
て
汝
ハ
僻
か
成
者
そ
と
評
尋
我
全
日
貞
敏
渡
唐
の
時

６
７

麹
９

三
曲
を
甥
へ
僻
り
し
簾
妾
夫
と
申
者
也
彼
三
曲
の
内
上
玄
石
上
と
申
曲
を
秘
し
て

離
敏
僻
さ
り
し
罪
に
依
て
魔
道
に
沈
翰
（
倫
）
す
さ
れ
ハ
癖
秘
曲
を
天
子
に
僻
へ

１

て
僻
果
得
侍
ら
ん
と
て
御
前
に
立
ら
れ
た
る
青
山
を
取
て
四
絃
を
瀞
な
ら
し
彼
秘

シ
ユ
シ
ゴ
ッ
ウ

ね
、
舜
ハ
啓
學
１
１
舜
瞥
腹
帥
、
さ
ま
ｌ
Ｉ
さ
ま
も
帥
、
以
て
１
１
以
魂
、

そ
れ
Ｉ
夫
囲
、
連
１
１
違
ふ
“
、
縦
ｌ
Ｉ
た
と
ひ
鱒
、
云
共
Ｉ
ｌ
い
へ
共

妬
、
云
ハ
」
１
１
い
ふ
ハ
師
、
大
臣
１
１
公
卿
大
臣
明
、
亭
１
１
侍
的
、
簡
官

ｌ
高
僧
卯
、
単
１
１
前
皿
、
田
殿
１
１
田
夫
蛇
、
を
か
た
る
へ
き
也

１
１
有
へ
き
な
り
鯛
、
に
Ｉ
（
ナ
シ
）
瓢
、
清
撰
－
１
清
選
弱
、
二
’
’
第

二
妬
、
三
’
’
第
三
呪
、
四
’
’
第
四
卵
、
音
色
ｌ
ｌ
菅
野
的
、
五

－
’
第
五
叩
こ
と
し
ｌ
’
如
し
皿
．
鱈
ハ
ー
１
歳
西
ら
ハ
岬
よ
ミ
物

－
１
讃
物
噸
、
智
蹴
１
１
知
識
岬
箇
畢
１
１
衡
墨

弱
、
訂

曲
を
天
子
に
瀞
て
消
失
ぬ
上
原
石
上
【
７
オ
】
曲
是
也
か
や
う
に
目
出
度
く
妙

釣
抑
組

成
秘
曲
を
當
道
に
ゆ
る
さ
せ
ま
し
ま
す
朝
恩
い
く
は
く
そ
や
か
、
れ
ハ
琵
琶
を
引

毎
に
瀞
き
朝
恩
を
心
底
に
深
く
鄙
も
ひ
入
侍
る
へ
し
平
家
の
中
間
に
琵
琶
を
し
け

“
絹
帽
〃

く
引
ハ
下
手
成
へ
し
上
手
は
先
一
巡
を
引
渡
ひ
て
中
音
の
間
に
一
所
三
重
の
間

に
一
所
持
の
間
に
一
所
長
く
ハ
ニ
所
卵
也
駒
凡
琵
琶
の
曲
白
居
易
か
静
琶
行
を
準

８

５

ね
と
し
侍
る
へ
し

副
タ
イ
ケ
ン
ハ
ソ
ウ
ｒ
、
ト
ジ
コ
ト
ク
今
ウ
ウ
ノ

大
絃
者
噌
有
如
》
一
急
雨
一

崎
繊
稗
雛
需
〆
蝿
二
鶴
識
一

号
モ
シ
ヤ
ク
サ
ワ
ト
ソ
タ
ン
ズ

噌
々
切
々
錯
雑
弾

牟
遍
ク
ハ
ン
ニ

対
照
小
珠
落
二
玉
盤
一

ケ
ン
ク
ハ
ン
タ
ル
ワ
ウ
ゴ
ハ
ク
ハ
テ
イ
ニ
ナ
虫
ラ
カ
ナ
リ

間
關
鴬
語
花
底
滑

鰯
嘩
夕
“
離
潮
ハ
調
和
ノ
瀞

レ
イ
シ
ウ
ニ
ノ
プ
ル
今
ヤ
ウ
ゼ
ヲ
ス

水
泉
冷
渋
絃
凝
絶

．
〃
ズ
ブ
ウ
セ
コ
エ
シ
ハ
ラ
ク
ヤ
ム

凝
絶
不
し
通
騨
暫
歌

ペ
ツ
ニ

ア
リ
ユ
ウ
歩
ウ
ア
ン
コ
ン
ノ
シ
ヤ
ウ
ス
ル

別
【
７
ウ
】
有
二
幽
愁
暗
恨
生
一

蹄
蹴
蝿
し
躍
畷
，
し
有
一
一
し
聾

ギ
ン
ペ
ヤ
ウ
タ
チ
マ
チ
ニ
ヤ
プ
レ
テ
ス
イ
余
ヤ
ウ
傘
ト
パ
シ
リ

銀
瓶
乍
破
水
漿
遊

サ
ブ
今
ト
ツ
シ
ユ
ヲ
ジ
ト
ウ
ソ
ウ
ナ
ル

鐡
騎
突
出
刀
鎗
鳴

蝿
縄
興
蝿
し
鍵
譲
レ
越
一
蕊
ゞ

シ
ケ
ン
イ
プ
セ
イ
コ
ト
シ
サ
ク
カ
ハ
ク
ヲ

四
絃
一
野
如
レ
裂
レ
吊

１
、
を
１
１
（
ナ
シ
）
２
、
錯
あ
わ
す
る
ｌ
ま
し
へ
あ
は
す
る
３
、
内
裏

ｌ
内
裏
江
４
、
赤
竹
か
１
１
糸
か
竹
か
５
、
実
も
１
１
け
に
も
６
，
斗

､7
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ｌ
は
か
り
７
、
侍
へ
る
１
１
侍
る
へ
き
８
，
し
か
る
へ
し
ｌ
然
る
へ
し

１

２

，
、
上
玄
Ｉ
上
頗
加
、
と
申
１
１
の
、
、
ゅ
る
か
せ
ｌ
ゆ
る
き
篭
蝿
、
⑫
一
涼
み
は
六
月
十
九
日
石
賢
二
月
士
ハ
日
也
二
季
蓋
逮
憲
凉

３

４

５

３

比
鐙
ひ
１
１
頃
腫
ひ
聰
、
渡
麿
ジ
ー
：
し
て
Ｍ
、
欲
て
Ｉ
鞍
げ
曾
て
み
は
裏
の
尊
の
書
の
御
吊
也
臺
は
雨
夜
の
尊
の
御
吊
也
抑
襄
の
尊
と

６

７

８

聡
、
を
Ｉ
（
ナ
乙
聡
、
の
曲
を
ハ
ー
醤
哩
鳶
ｌ
博
へ
す
鯛
、
申
ハ
光
孝
天
皇
の
才
一
の
御
子
に
て
誓
墓
ひ
し
か
盲
目
と
な
ら
せ
た
ま
へ
り

９
ｍ
、
鯉
週

八
月
十
五
日
’
’
二
一
五
岨
、
ゆ
る
さ
れ
Ｉ
ｌ
遊
ハ
さ
れ
型
親
の
樺
成
者
１
１
影
或
時
父
帝
５
仰
成
け
る
ハ
御
身
を
有
度
ま
、
に
御
篭
信
て
伺
雲
も
思
召
さ
ま
に
て

Ｍ
鴎
３
鱒

年
月
を
送
ら
せ
お
ハ
し
ま
せ
と
仰
ら
れ
侍
し
か
は
雨
夜
の
尊
の
御
返
事
ハ
我
は
是

の
や
う
な
る
も
の
瓢
、
し
や
う
か
１
１
唱
寄
泥
、
間
て
給
て
Ｉ
さ
し
歴
セ
給
ひ

８

９

て
潟
、
い
か
成
者
ｌ
い
か
な
る
も
の
鋤
、
御
尋
ｌ
御
尋
有
け
れ
ハ
溺
、
盲
目
に
て
賃
ハ
更
８
ォ
霞
明
ら
か
成
者
寛
ら
れ
侍
る
嘉
篝
る
也
然

－
７１

１

・
は
我
罫
と
く
成
盲
目
を
沖
へ
置
っ
、
年
月
を
送
ら
ま
ほ
し
く
思
召
す
と
柳
返
事
侍

１

露
詞

昔
１
１
む
か
し
範
教
へ
ｌ
ゆ
る
し
”
、
侍
り
し
ｌ
ｌ
侍
り
に
し
湖
、
者

酋
ゞ
、

ｌ
も
の
”
、
貞
敏
ｌ
‐
（
ナ
シ
）
鋤
、
侭
き
り
し
ｌ
侭
へ
き
り
し
弧
、
る
間
是
瀞
童
琴
て
洛
中
を
御
尋
有
て
ぎ
雲
静
展
盲
目
を
ゑ
ら
ひ
出

１

彼
秘
曲
を
１
１
御
琵
琶
の
秘
曲
魂
、
博
へ
１
１
傅
へ
奉
り
認
、
佛
果
１
１
佛
果
を
さ
れ
て
僻
后
ら
女
房
を
下
さ
れ
て
或
ハ
勾
當
或
ハ
祷
稜
に
錬
成
光
孝
天
皇
方

鋤
、
鐙
‐
ｌ
か
懲
蕊
、
授
て
‐
Ｉ
授
ケ
奉
り
て
錨
、
石
上
ｌ
石
上
の
罰
、
後
白
河
院
の
御
時
琴
大
隅
薩
摩
日
向
三
ヶ
國
の
物
成
を
日
本
國
中
の
盲
目
静
御

目
幽
嘆
く
ｌ
め
て
た
、
鯛
、
竣
略
ｌ
砂
な
る
鍋
、
い
く
瞼
く
そ
や
ｌ
い
：
扶
持
あ
り
き
彼
物
成
を
煮
激
千
艘
に
種
テ
鷲
の
園
鳥
羽
へ
箸
ヶ
年
々
の
雪

訂
鱒
調

そ
は
く
そ
や
蝿
か
§
れ
ハ
ー
書
れ
ハ
似
、
を
引
‐
１
弾
す
る
躯
、
繍
曽
霊
日
本
國
中
書
目
共
鳥
羽
に
集
り
て
雰
す
二
月
十
杳
篶
中
の
薑
河

０

１

１
躯

ｌ
か
た
し
け
な
菖
鯛
、
鐘
も
ひ
入
ｌ
息
ひ
入
れ
“
、
引
ハ
‐
１
弾
す
る
ハ
原
に
出
て
石
塔
を
積
て
雲
の
尊
に
掌
向
雪
詩
（
ハ
ヵ
）
墓
と
名

３

付
【
８
ウ
】
瀞
み
は
汽
月
な
れ
は
群
み
と
秤
付
光
孝
天
皇
ら
四
条
院
の
御
時
迄
當

３
４

媚
、
成
へ
し
ｌ
な
る
へ
し
鍋
、
引
渡
ひ
て
１
１
弾
わ
た
ひ
て
銅
、
中
音
の
間
に

１
１
中
音
に
躯
、
拾
‐
ｌ
拾
ひ
⑬
、
引
也
‐
ｌ
弾
く
な
り
別
、
京
都
府
立
総
道
の
餅
位
却
當
検
校
即
二
階
也
筑
紫
方
検
校
城
一
の
瀞
は
検
校
別
當
勾
當
四
度
瀞

方
打
掛
と
こ
ま
か
に
僻
て
り

５１

合
資
料
館
本
は
「
…
二
所
弾
く
な
り
」
と
「
凡
琵
琶
の
…
」
の
間
に
、

詞
擢
ハ
緊
鼻
む
も
有
曹
を
好
む
も
有
曾
下
手
鞍
る
へ
し
嬢
の
厚
Ⅱ
、
石
塔
ｌ
鬘
２
、
顧
み
１
１
凉
３
、
雨
夜
の
尊
’
天
夜
尊

き
ハ
長
松
に
大
風
の
ふ
く
橡
に
は
し
た
な
く
聞
ゆ
る
な
り
薄
選
は
柳
の
糸
に
松
風
の
な
４
、
御
吊
也
１
－
御
と
ふ
ら
ひ
な
り
・
５
、
石
塔
は
雨
夜
の
尊
の
御
吊
也
１
１
（
ナ
シ
）

き
樺
に
風
情
す
ぐ
な
く
な
り
上
手
ハ
厚
く
も
な
く
薄
く
も
な
き
を
好
ミ
侍
る
な
り
」
が
６
、
渉
一
の
御
子
１
１
御
連
枝
７
、
盲
目
’
’
百
人
８
、
た
ま
へ
り
１
１
給
へ
り

入
る
．
瓢
、
白
質
１
１
畠
易
馳
、
嘗
行
ｌ
誉
行
蝿
む
ね
Ｉ
９
、
鳶
ｉ
あ
る
と
譽
叩
、
父
帝
Ｉ
讃
皿
、
：
け
る
ハ
ー
曹
け
る
ハ

イ

ゴ
ウ

３

宗
別
、
プ
リ
仮
名
は
京
都
府
立
総
合
畜
鍾
硬
鴎
本
に
拠
っ
た
。
皿
、
有
度
ま
参
に
１
１
有
た
き
ま
シ
に
蝿
、
思
召
さ
ま
１
１
思
召
ま
ぁ
Ｍ
、
仰
ら
劃

＆
象

』



１

２⑬一三月廿四日に八坂城玄の位牌所透玄篭二而頓写あり是ハ安徳

３

４
５

６

天
皇
を
始
奉
り
百
官
迷
（
如
本
達
）
長
門
國
檀
の
浦
に
て
三
月
廿
四
日
に
亡
果
し

７

８

事
を
語
て
世
を
渡
り
侍
る
間
其
追
善
也

＄

１
、
に
Ｉ
（
ナ
シ
）
２
、
透
玄
電
二
而
１
１
透
玄
篭
に
て
３
，
百
官
迷

１
（
ナ
シ
）
４
、
長
門
園
Ｉ
ｌ
長
門
の
園
５
、
檀
の
浦
１
－
壇
の
浦
６
、

亡
果
し
事
を
１
１
亡
果
給
ひ
し
を
７
、
題
て
ｌ
か
た
り
て
８
、
渡
り
侍
る
間

ｌ
渡
る
間

れ
ｌ
詔
ら
れ
聡
、
侍
１
１
（
ナ
シ
）
躯
、
御
返
事
ハ
ー
ｌ
御
返
事
に
Ⅳ
、

侍
れ
ハ
ー
（
ナ
シ
）
岨
、
者
１
１
も
の
四
、
耽
敷
侍
る
也
１
１
は
っ
か
し
ぐ
候

也
釦
、
こ
と
く
成
ｌ
ｌ
如
く
な
る
皿
、
井
へ
ｌ
な
ら
へ
〃
、
送
ら
－
Ｉ
お

く
ら
認
、
思
召
す
１
１
思
召
別
、
御
返
事
侍
る
間
１
１
奏
聞
あ
り
し
か
ハ

弱
、
輩
１
１
や
す
き
妬
、
康
１
１
な
り
”
、
み
め
能
１
１
み
め
よ
く
魂
、
尋

常
成
１
１
尋
常
な
る
羽
、
ゑ
ら
ひ
－
１
摸
釦
、
母
后
方
女
房
を
下
さ
れ
て

Ｉ
（
ナ
シ
）
瓢
、
検
校
に
被
戚
１
１
棟
校
の
官
を
宣
下
あ
り
て
御
伽
に
参
ら
せ
ら
る

魂
、
ま
て
’
ｌ
迄
鍋
、
に
Ｉ
（
ナ
シ
）
劃
、
大
舟
１
１
大
船
弱
、
山
城
の

園
１
１
山
城
園
銅
、
弥
生
毎
に
１
１
春
毎
に
鋤
、
日
本
國
中
の
１
１
（
ナ
シ
）

銘
、
共
鳥
羽
に
集
り
て
Ｉ
（
ナ
シ
）
釣
、
河
原
に
－
１
川
原
へ
釦
、
御
－
１
（
ナ

シ
）
虹
、
さ
れ
’
Ｉ
さ
れ
ハ
蛇
、
名
付
１
１
名
付
っ
ら
鯛
、
顧
み
は
１
１
凉

塔
ハ
“
、
六
月
１
１
☆
異
妬
、
名
付
Ｉ
Ｉ
い
へ
り
妬
、
官
位
１
１
宮
鯛
、

勾
営
愚
躍
寧
１
１
検
校
勾
當
躯
、
只
１
１
唯
伯
、
時
は
１
１
時
よ
り
別
、
衆
方

’
１
１
衆
分
別
、
こ
ま
か
に
ｌ
細
力
に
鼬
、
分
て
り
１
１
分
ケ
リ

．
ｌ

⑭
一
道
ハ
王
氏
方
出
て
辞
ハ
典
調
に
通
し
た
り
鮭
か
是
を
賞
せ
さ
ら
ん
や

２

３

さ
れ
ハ
公
方
の
御
日
記
に
も
委
當
道
の
儀
有
と
云
り

三
管
領
方
書
札
の
取
か
は
し
様

４

５

堀
河
院
御
宇
康
和
年
中
に
定
ル
【
９
オ
】

聖
家
検
校
の
事

６

何
の
検
校
御
房
御
同
宿
中
返
札
ハ
回
報
尊
報
人
に
よ
る

７
８

９

胸

か
橡
の
衆
々
ハ
其
所
を
上
に
害
而
検
校
と
密
っ
、
（
て
）
奉
也
聖
家
ト
ハ

ー １叡
山
高
野

山
の
検
校

成
へ
し

‐
腿

後
宇
多
院
御
宇
弘
安
年
中
に
定
ル

鱒

座
頭
の
検
校
ハ
た
と
へ
は
在
名
枩
尾
な
ら
は
松
尾
検
校
御
坊
と
害
也

１
１
４
５

Ｂ
今

但
俗
姓
と
（
本
）
能
仁
な
ら
は
松
尾
検
校
御
房
御
近
習
中

１６

右
の
こ
と
く
回
報
尊
報
と
書
へ
し
惣
検
校
の
事
也

７１

恥

又
二
老
三
老
近
習
中
進
し
也

四
老
方
す
ゑ
平
検
校
鰐

９１

ｌ

松
尾
検
校
坊
避
候
事
也
【
９
ウ
】

側
僻
性
も
能
仁
な
ら
ハ
検
校
御
坊
近
習
中
と
書
へ
し

勾
當
ヘ
ハ
松
尾
炉
當
坊
旨

伊
性
能
仁
な
ら
ハ
勾
當
御
坊
卜
謬
へ
し

此
一
ケ
條
ハ
公
方
の
御
日
記
の
内
を
寧
畢
ヌ
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→一申争÷一

１

２

３

４

⑮
一
後
白
川
院
の
御
時
ら
日
本
国
の
惣
追
捕
使
ヲ
鎌
倉
の
右
大
諮
頼
朝
卿
に
被

５

下
間
彼
大
隅
薩
摩
日
向
三
ケ
國
の
知
行
武
士
の
ま
、
に
成
て
當
座
無
足
せ
り
然

６
７

８

る
を
四
條
院
の
御
時
摂
政
関
白
御
念
議
有
て
内
裏
へ
侍
（
本
）
る
諸
道
の
運
上
を
盲

９

ｍ
１

目
共
に
く
た
さ
れ
て
絵
旨
を
た
ふ
此
時
ら
御
帝
の
御
祈
蕎
に
心
經
一
万
巻
讃
て
歳

２

末
に
巻
數
を
割
、
け
侍
る
也

１

２
３

⑮
一
検
校
の
官
位
ハ
ニ
位
の
中
將
に
準
ス
し
か
ハ
あ
れ
と
参
内
し
て
【
加
ォ
】

４

５

６

７

平
家
を
う
た
ふ
時
は
正
二
位
の
大
納
言
の
座
に
っ
け
り
是
平
家
の
文
字
琵
琶
の
掴

ナ
シ
毛

１
、
典
繭
平
１
１
典
膜
２
、
委
１
１
委
し
く
３
、
云
り
Ｏ
Ｉ
Ｉ
い
へ
り
４
、

康
和
℃
１
１
貞
和
５
、
定
ル
ー
Ｉ
定
ま
る
な
り
６
，
人
に
よ
る
１
１
患
ハ
人
に
よ
り

侍
る
７
，
か
椴
１
１
か
や
う
８
、
衆
々
ハ
ー
ｌ
と
脚
衆
ヘ
ハ
９
、
書
而
１
１
笹

候
て
叫
密
っ
、
奉
也
１
１
書
っ
、
け
申
、
、
叡
山
１
１
比
叡
山
哩
定
ル

ー
定
蔑
る
鯛
、
た
と
へ
陣
ｌ
償
令
ハ
卿
直
Ｔ
直
し
脂
、
俗
鍵
と
艫

仁
１
１
ふ
俗
姓
能
仁
嘘
、
惣
検
緯
Ｔ
Ｉ
入
定
ハ
惣
検
校
Ⅳ
、
三
老
’
’
三
老
ヘ
ハ

埠
遮
し
也
１
１
進
之
迫
す
ゑ
Ｉ
末
の
型
は
ｌ
ｌ
へ
は
型
遮
僅
事

也
１
－
運
之
候
配
、
熔
樫
や
１
１
俗
性
も
認
、
勾
當
坊
旨
１
１
勾
當
坊
へ
ま
い
る

別
、
俗
性
能
声
〒
ｌ
Ｌ
但
し
俗
性
も
能
仁
麹
魯
へ
し
１
１
番
蝿
写
１
１
写
し

プ
イ
プ
レ

ー
、
後
白
川
院
１
１
後
白
河
院
２
、
惣
追
捕
使
１
１
惣
追
補
使
３
、
の

Ｉ
（
ナ
ご
’
、
被
下
關
ｌ
ｌ
下
さ
る
塗
閏
５
、
彼
ｌ
ｌ
か
の
６
、
関
自

ｌ
字
ｚ
７
、
怠
率
１
１
全
醸
８
、
侍
る
Ｉ
胸
ふ
書
，
、
く
た
さ
れ

’
下
さ
れ
皿
、
た
ふ
－
１
賜
ふ
、
、
御
帝
１
１
帝
胞
、
さ
、
け
１
１
樺

８

９

０１

（
掻
力
）
奇
（
音
力
）
間
を
か
（
近
く
力
）
聞
召
れ
ん
か
爲
也

１１

右
此
末
書
令
留
置
鹿
ハ
自
然
當
道
に
對
し
て
談
間
せ
ん
す
る
時
此
以
當
道
要

抄
榔
元
を
爲
令
該
儀
也

３轡
道
要
抄
全
終

Ｍ雷
至
ｘ
八
申
年
正
月
廿
六
日
書
写
也
【
皿
ウ
】

１
、
の
官
位
１
１
字
ｚ
２
、
蝋
ス
ー
ｌ
礎
す
３
、
し
鷲
ｌ
し
か

４
、
う
た
ふ
１
１
唱
ふ
る
５
、
是
１
１
皇
ハ
６
、
文
字
１
１
文
義
７
、
握
奇

－
１
１
擬
音
８
、
間
を
か
１
１
曲
瞬
近
ク
９
、
聞
召
れ
ん
ｉ
１
斗
間
し
め
さ
ん
皿

爲
也
１
１
爲
な
り
と
云
々
、
、
要
抄
１
１
蛮
蕊
曙
根
元
１
１
根
源
喝
當

道
要
抄
全
終
１
１
（
ナ
乙
雌
寛
文
八
申
年
正
月
廿
六
日
密
写
也
１
１
寛
政
九
の

巳
と
し
藤
本
氏
写
ス

舟
《
Ⅱ
閣
朏
Ⅱ
Ⅲ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
“
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さ
れ
ハ
吾
朝
州
縣
の
系
圏
共
又
ハ
諸
家
の
系
圖
共
可
謂

（
３
）
就
中
秘
事
と
称
セ
る
処
ハ
皆
神
道
の
奇
特
を
明
め
利
鬮
の
現
當
な
る

事
を
示
し
佛
法
の
殊
勝
を
加
へ
た
る
ハ
一
念
随
喜
の
功
徳
を
な
し

（
４
）
次
に
ハ
源
平
闘
謬
の
死
亡
を
沙
汰
を
し
て
無
常
の
観
門
を
聞
平
家
繁
昌

の
古
し
へ
を
語
て
ハ
盛
者
必
衰
る
の
理
を
顕
セ
リ
然
も
辞
と
成
文
句
麗
々
と
し
て

理
趣
綿
々
た
り
一
宇
を
出
セ
ハ
千
筆
彰
し
一
句
を
語
れ
ハ
万
端
聞
ゆ
数
奇
の

荷
措
す
情
此
文
質
を
以
観
す
る
に
仰
け
ハ
弥
高
し
讃
ハ
弥
堅
し
共
可
調
夜
光

の
玉
磨
を
可
知
こ
と
な
れ
ハ
愚
意
の
讃
嘆
其
憧
少
か
ら
す
只
紅
粉
を
以
美
女
の

（
１
）
夫
平
家
の
物
語
ハ
本
朝
四
部
の
合
戦
状
の
中
才
三
也
前
後
の
三
部
ハ
何

れ
も
年
号
を
以
て
題
号
と
せ
り
保
元
平
治
承
久
の
物
語
等

舩
當
道
恭
も
北
野
天
滿
天
神
少
納
言
入
道
信
西
か
孫
寛
暁
法
印
に
示
現
し
て
平
家

ｉ

物
語
と
付
さ
せ
給
ふ
所
也
更
二
夫
凡
の
業
に
非
す
何
れ
の
類
か
蔑
如
二
せ
ん
や

（
２
）
抑
此
一
部
始
終
の
鯉
を
以
其
意
を
按
す
る
に
世
の
爲
人
の
爲
善
悪
の
亀

鑑
と
し
て
本
朝
漢
土
の
外
迄
も
沙
汰
し
残
せ
る
所
な
し
後
代
に
是
を
傳
え
ん
と

す
既
ニ
ハ
奉
（
本
ノ
マ
、
）
の
筋
力
を
備
て
萬
事
の
規
矩
を
荷
ハ
し
む
或
代
々

３

の
帝
徳
を
唇
て
三
皇
五
帝
の
昔
に
か
へ
し
或
賢
人
聖
人
の
任
名
を
語
て
伯
夷
叔

斉
か
古
し
へ
に
及
ハ
し
む
書
を
作
り
文
を
製
セ
る
事
も
遥
に
顔
額
か
芳
鬮
を

ふ
む
不
し
吟
詩
人
才
子
と
成
て
唐
宋
の
風
業
を
継
不
詠
敷
嶋
の
道
に
渡
り
詞

華
言
葉
の
林
を
見
る
或
公
家
武
家
の
品
秩
を
知
り
或
諸
園
庄
園
の
郡
街
を
知
る

４

Ｂ
、
営
豆
道
Ｉ
用
麗
栗
（
国
立
国
会
図
書
館
蔵
『
替
官
紀
談
」
所
収
）

1

顔
色
を
汚
す
と
い
ふ
へ
し
更
愚
人
非
可
讃

（
５
）
愛
に
音
曲
の
嫡
祖
性
佛
検
校
熊
野
栂
現
の
示
現
に
価
て
贈
り
出
セ
る
六
巻

の
本
あ
り
夢
中
詫
宣
本
と
号
す

（
６
）
さ
れ
ハ
平
家
の
勘
文
録
を
以
て
か
ん
か
見
る
に
既
七
人
の
作
者
有
て
本

に
品
々
あ
り
其
中
に
猶
三
本
を
以
て
撰
写
し
て
草
案
は
盲
目
の
家
に
鯵
て
謡
に

中
害
ハ
月
卿
雲
客
の
玩
と
セ
リ
清
書
ハ
大
内
の
秘
府
に
納
ら
る
是
雲
井
本
と
名

付
ら
る
又
宇
治
巻
共
い
へ
り

（
７
）
音
曲
の
こ
と
ハ
只
堪
否
に
よ
る
へ
し
何
れ
流
こ
そ
面
白
け
れ
と
云
事
心

５

て
洪
荒
と
語
る
も
あ
り
或
ハ
小
音
に
し
て
幽
微
に
語
る
も
有
り
皆
人
の
思
々

心
々
に
侍
へ
し

（
８
）
晴
々
切
々
た
る
四
絃
ハ
其
感
匿
ノ
、
也
と
云
事
宮
商
角
微
羽
の
五
調
子

通
す
れ
ハ
オ
ー
オ
ニ
オ
三
矛
四
の
絃
共
に
登
越
・
断
金
平
調
勝
絶
下
無

双
調
尭
鐘
黄
渉
駕
鏡
盤
渉
神
仙
上
無
十
二
律
不
相
違

（
９
）
平
家
の
本
に
ハ
墨
譜
な
し
師
を
崇
て
移
さ
す
只
お
の
っ
か
ら
妙
を
得

る
を
以
て
名
人
と
す
然
れ
共
万
物
ハ
出
所
を
貴
む
に
よ
れ
り
如
何
に
も
只
名
人

共
の
風
流
を
以
て
学
問
す
へ
し
縦
風
躰
ハ
替
る
と
も
上
手
た
ら
ハ
然
へ
し
文
々

捨
自
声
是
也
或
諸
經
法
事
和
讃
早
歌
白
拍
子
風
俗
催
馬
樂

韓
神
今
椴
祝
言
詫
宣
等
惣
て
諸
道
の
音
曲
に
渡
る
と
い
ふ
或
は
大
音
に
し

７

得
な
き
人
の
申
所
也
平
家
の
音
曲
と
い
ふ
ハ
中
音
初
重
折
声
胸
声
差
声

６

、

〃
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－

句
々
ふ
し
ハ
カ
セ
ニ
騒
綺
を
織
事
ハ
大
暑
上
手
と
申
也
実
も
其
躰
に
語
り
な
さ
ん

す
る
事
ハ
下
手
叶
へ
か
ら
す
先
は
上
手
と
い
ふ
へ
し
但
名
人
共
の
申
ハ
さ
の
み

節
音
曲
な
る
ハ
無
所
響
る
小
歌
か
早
歌
ハ
風
流
を
以
て
本
意
と
す
平
家
の
事

は
我
朝
史
記
眞
俗
の
清
規
と
も
い
ふ
へ
し
さ
れ
ハ
文
讃
二
拘
す
し
て
諸
人
の
耳
に

ソ
ワ

届
く
橡
に
語
る
へ
し
鯵
二
其
中
一
至
心
尊
く
殊
勝
成
所
を
我
も
随
喜
の
思
を

な
す
様
に
拾
ふ
所
を
ハ
我
と
文
義
を
な
す
様
に
軍
場
の
躰
ハ
我
と
合
戦
す
る
様

に
哀
な
る
所
を
ハ
袖
を
う
る
ほ
す
様
に
恋
慕
の
沙
汰
セ
る
所
を
ハ
我
も
心
の
う

か
る
、
様
に
狂
言
に
か
、
る
所
を
ハ
我
も
お
か
し
く
畳
ゆ
る
様
に
只
何
方
を
も
似

っ
か
ハ
し
く
語
り
な
せ
る
を
以
て
上
手
と
す
然
り
と
て
思
ひ
入
の
余
り
過
た
る
ハ

無
き
よ
り
悪
し
細
に
節
音
曲
を
好
む
事
を
ハ
上
手
ハ
嫌
ふ
と
見
へ
た
り
声
悪
き

者
の
さ
の
み
節
に
掛
り
音
曲
に
た
つ
さ
ハ
リ
て
分
よ
り
も
調
子
高
に
し
て
心
苦
敷
語

れ
ハ
と
て
殊
勝
な
る
へ
く
も
な
し
労
し
て
功
な
き
也
作
法
こ
そ
指
た
る
事
も
な
き

に
鼻
に
埋
ミ
ロ
に
含
ん
て
頭
打
ふ
り
た
る
ハ
見
聞
共
に
悪
き
也
如
何
に
も
唯

音
曲
の
躰
を
幽
玄
に
し
て
中
音
三
重
の
間
に
お
ゐ
て
能
節
一
シ
ー
ツ
語
る
へ
し
音

曲
も
中
音
初
重
の
下
結
ひ
納
る
所
に
し
て
只
字
一
シ
ー
ツ
音
曲
か
と
間
ゅ
る
は
か
り

に
語
り
な
す
へ
し
去
れ
ハ
珍
も
面
白
し
て
聞
人
も
感
し
侍
な
れ
拾
ふ
所
は
文
の

８

品
に
よ
り
吟
の
よ
き
様
に
し
な
す
へ
し
拾
ふ
音
曲
の
下
を
ハ
剛
強
以
て
納
む
へ
し

柔
和
な
れ
ハ
感
し
劣
れ
り
上
手
名
人
共
に
風
流
ハ
皆
如
斯
昔
も
人
の
称
美
に
ょ
っ

．
ル
ワ

ワ

ロ
ー
●

て
得
二
佳
名
一
紗
し
今
世
以
用
し
之
最
上
上
手
と
称
す
へ
し
蜜
固
ノ
墨
跡

ハ
以
奮
ヲ
規
模
と
な
す
音
曲
の
事
ハ
身
去
て
後
跡
も
残
ら
す
只
當
座
新
し
く
面

白
き
樺
に
語
り
な
す
へ
し

面
）
諸
蓉
ハ
其
身
の
所
作
必
同
学
同
流
に
あ
ら
ぬ
共
似
た
る
類
も
有
也
正
に

師
の
一
室
よ
り
出
た
れ
共
各
別
な
る
の
ミ
多
し
さ
れ
ハ
拾
人
十
色
也
聖
人
ハ
自

出
と
て
舜
は
瞥
里
も
似
す
重
盛
も
清
盛
に
ハ
似
さ
り
し
也
詠
歌
の
道
も
厩
ノ
、

ｉ

也
俊
成
や
定
家
を
以
て
諸
家
を
引
れ
連
寄
も
又
師
資
の
風
躰
掛
隔
な
り
侍
坂
を

以
て
沙
汰
せ
ら
れ
し
故
に
摂
政
殿
こ
れ
を
遊
さ
れ
平
家
を
其
に
は
違
へ
か
ら
す
た

と
へ
強
弱
急
叙
の
差
別
有
と
い
へ
共
上
手
の
意
地
ハ
い
つ
れ
も
同
し
か
る
へ
し

（
、
）
當
道
に
お
い
て
四
の
存
知
五
の
本
意
有
へ
き
也
四
の
存
知
と
ハ
或
は

ｉ
Ｏ

仙
洞
禁
裏
の
勘
大
臣
將
軍
の
亭
或
は
貴
僧
高
僧
の
前
田
夫
野
人
の
所
に
し
て

語
る
平
家
有
へ
き
也
五
の
本
意
と
ハ
オ
ー
に
本
の
清
撰
オ
ニ
に
音
曲
矛
三

存
知
才
四
に
音
声
才
五
琵
琶
な
る
へ
し

ｒ

（
型
次
に
琵
琶
の
事
ハ
井
國
に
ハ
先
シ
廉
承
武
我
朝
に
ハ
天
徳
の
聖
主
掃
除
寮

貞
敏
渇
陽
の
末
流
性
風
妙
音
院
大
政
大
臣
師
長
公
皇
后
宮
亮
經
政
木
工
頭

孝
道
右
馬
頭
孝
時
此
か
た
ノ
、
の
御
事
ハ
更
に
別
条
也
學
ん
て
不
可
レ
比
し

之
此
當
道
の
事
ハ
平
家
の
爲
に
調
子
を
窺
ふ
斗
也
さ
れ
ハ
法
の
こ
と
く
一
巡
を

引
渡
し
て
後
さ
の
ミ
平
家
の
中
間
に
き
ひ
し
ぐ
引
へ
か
ら
す
只
下
手
ハ
音
曲
の
叶

さ
る
の
ミ
な
ら
す
耳
根
共
に
臓
々
と
し
て
四
絃
一
声
一
律
一
呂
曲
不
調
ハ
稗
手
取
合

時
刻
移
し
て
我
身
も
本
意
に
な
く
聴
聞
衆
も
退
屈
其
興
な
し
と
い
ふ
へ
し

（
翌
當
道
始
た
る
所
に
て
平
家
可
語
よ
ふ
先
祝
言
常
の
こ
と
く
三
句
を
語

ら
ハ
軍
場
一
句
五
句
語
ら
ハ
識
物
一
句
是
必
衡
量
に
あ
ら
す
通
法
た
る
な
り

ｉ

五
）
彼
音
曲
の
祖
師
性
佛
と
申
ハ
八
十
七
代
四
條
院
の
御
時
天
台
山
の
僧
正

即
叡
山
の
検
校
た
り
し
か
卒
に
目
盲
た
り
依
て
こ
れ
に
衆
生
の
盲
者
の
助
と
な

る
へ
き
業
を
示
し
給
へ
と
山
王
楢
現
へ
祈
誓
申
す
平
家
物
語
を
う
た
ハ
せ
侍
ふ
へ

し
と
詫
宣
有
り
籾
其
音
曲
ハ
如
何
橡
に
附
侍
ふ
へ
し
と
奉
問
三
教
指
帰
ょ
か
ん
．
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め
り
と
あ
ら
た
に
御
告
を
蒙
り
髪
に
お
い
て
三
教
指
帰
の
節
を
も
っ
て
平
家
を
謡
ひ

始
乎
是
よ
り
傳
諸
盲
流
布
と
也

ｉ

（
巧
）
五
十
代
後
宇
多
院
の
御
宇
に
及
て
性
佛
の
弟
子
如
性
よ
り
三
世
の
末
弟

筑
紫
方
城
一
と
い
ふ
検
校
あ
り
此
等
も
皆
名
人
た
り
是
即
當
道
の
中
古
開
山
也

在
名
を
名
の
る
事
こ
れ
よ
り
始
る
城
一
の
直
弟
に
城
玄
如
一
と
て
雨
人
あ
り
城

玄
ハ
八
坂
方
の
最
初
如
一
ハ
一
方
の
根
元
也
城
玄
ハ
在
名
を
八
坂
と
号
す
る

八
坂
の
塔
の
邊
に
住
す
る
故
也
如
一
ハ
坂
東
と
号
す
此
時
よ
り
雨
派
分
れ
た
り

當
に
一
流
を
汲
ん
て
雨
翼
を
双
ふ
と
い
へ
共
平
家
文
章
の
義
理
音
曲
の
躰
ハ
別

Ｉ
６

条
な
し
城
玄
ハ
九
十
一
代
伏
見
の
院
の
御
時
久
我
大
納
言
の
舎
弟
也
故
久
我
の

Ｉ
‐

７

家
を
傳
奏
と
す
九
十
四
代
花
園
院
よ
り
紫
衣
を
城
玄
に
御
免
有
き

（
躯
）
髪
に
如
一
の
直
弟
に
明
石
覺
一
と
い
ふ
検
校
有
尊
氏
將
軍
従
母
弟
也

播
磨
の
明
石
を
知
行
せ
り
此
人
累
代
の
祖
師
を
越
エ
天
下
無
双
の
名
人
た
る
に
依

て
常
ハ
摂
家
仙
洞
の
主
上
の
御
前
へ
召
て
平
家
を
謡
ハ
せ
愛
セ
さ
せ
給
ふ
ゅ
へ
に

雲
井
の
本
を
下
し
給
ふ
然
間
雨
流
の
先
達
に
勝
れ
て
一
統
の
頭
角
と
成
る
さ
れ

ハ
に
や
理
致
廣
博
に
し
て
文
章
微
妙
也
余
本
ハ
義
理
不
正
し
て
言
語
に
頗
謎
謬
有

り
彼
雨
流
の
外
ハ
世
に
帰
依
な
き
也
故
に
流
を
尽
す
と
見
へ
た
り

（
Ⅳ
）
又
平
家
に
琵
琶
の
錯
へ
合
す
る
事
私
に
あ
ら
す
性
佛
或
時
帝
へ
奏
聞
し

け
る
ハ
平
家
物
語
を
糸
竹
の
内
い
つ
れ
成
共
取
合
て
謡
ハ
ほ
し
く
存
る
よ
し
願
申

実
も
平
家
斗
ハ
寂
し
く
侍
る
へ
し
四
絃
を
弾
し
交
ヘ
ハ
相
應
す
べ
し
と
勅
定
有
て

上
玄
石
象
の
秘
曲
を
當
道
に
御
許
し
有
り
此
朝
恩
庶
幾
そ
や
然
ら
ハ
琵
琶
を
弾

す
る
毎
恭
事
を
心
底
に
深
く
思
入
侍
る
へ
し

（
胆
）
其
上
検
校
参
内
し
て
平
家
を
謡
ふ
時
ハ
正
二
位
の
大
納
言
に
任
し
て
着
座

、

石
塔
を
積
て
尊
へ
手
向
奉
る
さ
れ
ハ
積
塔
と
号
く
凉
ハ
六
月
十
九
日
雨
夜
の
母

后
の
御
追
善
な
り
夏
な
れ
ハ
凉
と
号
す

（
別
）
抑
雨
夜
の
尊
と
申
ハ
光
孝
天
皇
矛
一
の
王
子
也
御
眼
盲
さ
せ
ま
し
ま
し

父
の
帝
御
憐
ミ
思
召
て
仰
け
る
ハ
御
身
を
有
度
様
に
御
持
有
て
何
事
も
思
召
侭
に

し
て
年
月
を
送
り
お
ハ
し
ま
せ
と
有
け
れ
ハ
尊
御
返
事
に
我
ハ
是
目
盲
た
る
身
に

て
侍
れ
ハ
両
眼
明
ら
け
き
も
の
に
對
す
る
事
恥
し
く
侍
る
間
我
か
如
く
な
る
盲

目
共
を
並
へ
置
年
月
を
送
ら
ま
ほ
し
く
思
召
と
申
さ
せ
給
ひ
し
か
ハ
い
と
安
き

Ｉ

御
事
と
て
洛
中
を
御
尋
有
て
眉
目
能
き
尋
常
な
る
盲
者
を
數
多
撰
出
さ
れ
て
尊

の
母
后
よ
り
女
官
を
下
さ
れ
て
或
ハ
勾
當
或
ハ
検
校
に
な
さ
れ
て
し
か
の
ミ
な

ら
す
大
隅
薩
摩
日
向
三
ケ
國
の
物
成
を
日
本
國
中
の
盲
者
共
に
御
扶
持
有
り
彼
米

穀
を
大
船
數
千
艘
に
積
て
京
着
せ
し
め
年
ノ
、
弥
生
毎
に
山
城
園
鳥
羽
に
當
道
多

く
集
り
て
配
分
し
來
れ
り

（
皿
）
然
る
を
後
白
川
法
皇
御
政
務
の
御
時
六
十
余
弱
の
惣
追
補
使
を
鎌
倉
の

右
大
將
頼
朝
卿
所
望
に
価
て
勅
許
有
こ
、
に
お
い
て
諸
國
に
守
護
地
頭
を
補
セ

ー

何
事
も
武
家
の
自
在
に
成
て
當
道
の
領
も
不
足
せ
り
其
後
八
十
六
代
四
條
院
の
御

時
摂
政
道
家
公
御
詮
議
有
て
内
裏
へ
備
ふ
諸
道
の
運
上
を
盲
者
共
に
下
さ
れ
て
総

ｒ

旨
を
賜
ふ
こ
れ
に
価
て
君
恩
を
報
し
奉
る
か
爲
に
常
の
御
祈
祷
に
心
經
一
万
遍
こ

れ
を
調
む
歳
末
に
巻
數
を
捧
け
奉
る

（
堅
上
代
ハ
官
途
検
校
勾
當
二
階
な
り
筑
紫
方
成
一
よ
り
別
當
四
度
衆
分
打

掛
等
の
品
加
へ
始
れ
り

せ
り

（
四
）

９

平
家
の
文
義
琵
琶
の
嬢
音
御
前
近
く
聞
召
ん
か
爲
也

Ｉ
８種

塔
ハ
ニ
月
十
六
日
雨
夜
の
尊
の
御
弔
此
日
洛
中
の
當
道
河
原
へ
出
て

、

▲
０
叩
凸
ｑ
６
ａ
ｆ
ｌ
ｌ
６
Ｉ
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（
翌
文
治
の
昔
安
徳
天
皇
を
始
奉
り
百
官
悉
く
長
門
國
遡
の
浦
に
て
亡
ひ
果
給

ｉ

ひ
し
日
な
れ
ハ
と
て
毎
年
三
月
廿
四
日
城
玄
の
位
牌
所
通
玄
庵
に
て
頓
写
あ
り

是
ハ
平
家
物
語
を
わ
ざ
と
す
る
故
と
云
々

（
型
）
道
ハ
王
氏
よ
り
出
て
辞
ハ
曲
譜
に
通
し
た
り
誰
か
賞
さ
さ
ら
ん
さ
れ

ハ
公
方
の
日
記
に
も
委
く
當
道
の
儀
有
と
い
へ
り
最
其
身
の
霧
業
或
は
天
子
或

ハ
大
臣
の
沙
汰
也
何
そ
疎
に
用
ゆ
へ
き
や

如
此
の
次
矛
賭
國
の
記
録
の
中
よ
り
撰
て
假
名
に
書
之
顕
す
所
也

益
田
勝
実
氏
所
蔵
本
に
よ
る
主
要
校
異
．

１
、
「
當
道
要
集
」
（
益
田
本
、
以
下
同
）

の
必
、
「
回
小
手
〈
」

３
、
憲
曙
石
テ
」

４
、
ナ
シ

ヒ
ロ

５
、
「
中
音
初
重
三
重
折
竪
差
声
拾
上
白
声
胸
声
是
也
」

⑥
。
、
「
・
心
《
毎
癖
二
」

９
、
「
懸
隔
」

６
、
ナ
シ

７
、
ナ
シ

皿
、
ナ
シ

ｕ
、
ナ
シ

皿
、
ナ
シ 貞

享
元
甲
子
年
十
月
上
旬
書
之

篝「

鯛
、
ナ
シ

Ｍ
、
「
三
教
指
蹄
ノ
フ
シ
ヲ
以
テ
平
家
ヲ
囲
始
ソ
可
宜
ト
ァ
ラ
タ
ニ
顔
御
告
平
家
ヲ
語
り
出

サ
レ
タ
リ
」

蛎
、
ナ
シ

躯
、
ナ
シ

Ⅳ
、
ナ
シ

畑
、
こ
こ
の
部
分
の
み
．
積
塔
ハ
…
…
」
と
一
シ
密
き
の
形
憩
を
残
す
。

明
、
『
石
塔
卜
名
付
テ
小
石
積
御
追
善
ヲ
ナ
ス
也
」

鋤
、
「
撰
出
さ
れ
御
前
へ
参
り
御
伽
を
い
た
し
又
尊
の
」

皿
、
ナ
シ

鯉
、
「
帝
の
」

閲
、
「
通
元
庵
」

別
、
ナ
シ

湊
、
ナ
シ
．
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（
ａ
）
夫
平
家
物
語
は
本
朝
四
部
の
合
戟
状
の
中
の
才
三
也
前
後
の
三
部
は
何

し
も
年
号
を
以
題
と
せ
り
保
元
平
治
承
久
等
也
當
部
二
お
ゐ
て
ハ
黍
も
北
野

天
滿
天
神
少
納
言
入
道
信
西
か
孫
子
二
寛
暁
法
印
二
示
現
し
て
平
家
物
語
と
付
さ
せ

給
ふ
処
也
更
二
凡
夫
の
諺
に
あ
ら
す
い
つ
れ
の
類
歎
蔑
如
せ
ん
や

ｉ

（
ｂ
）
抑
此
一
部
始
終
の
躰
を
以
て
其
意
を
案
す
る
二
世
の
爲
人
の
爲
に
善
悪

の
亀
鑑
と
し
て
本
朝
漢
土
の
外
迄
も
沙
汰
し
抄
せ
る
所
な
し
遼
代
二
是
を
傳
ん

と
す
既
二
八
車
の
筋
力
を
か
り
て
萬
事
規
矩
を
荷
わ
し
む
或
は
代
々
の
帝
徳
を

ほ
め
て
三
皇
五
帝
の
昔
に
復
し
或
は
賢
人
聖
人
の
佳
名
を
語
り
て
伯
夷
叔
斉
等

か
古
に
及
は
し
む
書
を
作
り
文
を
製
す
る
事
も
は
る
か
に
蒼
額
か
昔
鬮
を
ふ

む
吟
せ
す
し
て
詩
人
才
子
と
成
て
唐
宋
の
風
業
を
つ
く
詠
せ
す
し
て
敷
焔
の
道

に
渡
り
飼
花
言
葉
の
林
を
見
る
或
は
公
家
武
家
の
品
沢
を
し
り
或
は
諸
國
庄

園
の
郡
衝
を
し
る
さ
れ
は
我
朝
州
縣
の
系
圖
と
も
又
は
諸
家
の
系
圖
共
云
っ
へ
し

（
ｃ
）
就
中
秘
事
と
稲
す
る
虚
は
皆
神
道
の
寄
特
を
明
し
て
利
閑
の
現
當
成

（
ｃ
）
就

る
を
し
め
し
仏
法
の
殊
勝
を
か
、
見
た
る
は
一
念
随
喜
の
功
徳
を
な
さ
し
む

（
ｄ
）
次
に
は
源
平
国
謬
の
死
亡
沙
汰
を
し
無
常
の
観
門
を
ひ
ら
き
平
家
繁
昌

の
古
を
語
は
盛
者
必
衰
の
こ
と
わ
り
を
顕
セ
リ
し
か
も
辞
色
麗
欺
と
し
て
理
趣
綿

ノ
、
た
り
一
宇
を
以
て
世
の
文
章
顕
れ
一
句
を
語
れ
は
一
宇
を
万
端
聞
ゅ
る

数
寄
の
荷
錆
っ
ら
ノ
、
此
文
質
を
以
て
観
す
る
ニ
仰
ハ
彌
高
く
鎖
ハ
弥
堅
し
な

と
も
謂
っ
へ
し
夜
光
の
玉
琢
磨
を
加
ゑ
さ
る
事
な
れ
ハ
愚
意
の
霞
嘆
其
偉
少
な
か

る
を
し
め
し Ｃ

、
當
道
要
抄
（
国
立
国
会
図
書
館
蔵
冒
人
式
目
別
集
』
所
収
）

ら
す
唯
紅
粉
を
以
て
顔
色
を
種
す
と
唱
す
へ
し
更
二
愚
人
の
讃
へ
き
に
あ
ら
す

（
ｅ
）
愛
二
此
音
曲
の
嫡
祖
姓
仏
検
校
熊
野
権
現
の
示
現
に
よ
り
て
鰭
り
出
セ
る

を
六
巻
の
本
有
夢
中
詫
宣
本
と
号
すＩ

Ｉ
ｉ

（
ｆ
）
其
弟
子
如
性
の
孫
子
筑
紫
方
城
都
検
校
是
等
は
尤
名
人
た
り
城
都
の

罰
罰
劃
剖
捌
劉
劉
馴
副
司
。
川
副
副
削
劉
馴
刎
Ｊ
削
剥
割
閲
剰
剰
馴
訓
川
刷
荊
倒
是
方

雨
流
に
相
暘
れ
り
郵
劇
劃
剛
到
削
剥
副
馴
馴
馴
引
制
刺
馴
ｕ
ｌ
刎
釧
川
胤
卿
測
訓
剛

え
共
疑
ひ
残
り
あ
り

（
９
）
さ
れ
ハ
平
家
勘
文
録
を
採
見
る
に
既
二
七
人
の
作
者
是
あ
り
本
二

品
々
有
其
中
二
猶
三
本
を
以
て
撰
写
し
て
草
案
は
當
道
の
家
二
お
ゐ
て
是
を
う

．
↑

た
ふ
中
書
は
月
卿
雲
客
の
賞
と
せ
り
清
書
は
右
内
秘
府
に
納
是
を
震
井
の
本

と
名
付
候
て
又
宇
治
の
本
巻
共
云
り

１
０

（
ｈ
）
然
ル
に
筑
紫
方
城
郭
累
代
の
祖
師
を
こ
へ
天
下
無
双
の
寵
愛
の
間
常

に
内
裡
仙
洞
二
召
れ
て
件
の
雲
井
の
本
を
も
っ
て
是
を
直
し
改
め
数
代
の
先

達
を
越
て
一
派
の
頭
角
と
也
是
を
両
派
に
っ
た
ふ
去
レ
ハ
理
致
廣
博
に
し
て
文

章
微
妙
也
余
本
は
義
理
鹿
荒
に
し
て
言
晤
二
頗
あ
や
ま
り
有
こ
れ
に
よ
っ
て

彼
両
家
の
外
ハ
世
の
帰
伏
な
き
か
故
二
流
れ
ぎ
鐙
す
と
見
ゑ
た
り

ｉ（ｉ
）
都
方
に
は
覺
都
検
校
出
て
音
曲
に
妙
を
得
た
る
を
以
て
常
二
朝
家
二
召

れ
て
此
物
語
を
語
り
魔
め
専
名
人
の
名
を
得
た
り

イ

'

ま
さ
に
一
派
を
汲
て
雨
翼
を
習
ふ
と
い

320

Ｏ
Ｌ
一



ｉ（ｊ
）
八
坂
方
に
は
大
山
検
校
北
野
神
前
に
お
ゐ
て
法
樂
の
平
家
を
語
り
し
に

音
曲
尤
妙
に
し
て
目
に
見
ゑ
ぬ
鬼
神
お
も
あ
わ
れ
と
お
も
わ
す
へ
き
程
に
語
り
す
ま

し
た
り
け
れ
ハ
滿
座
奇
昊
の
思
ひ
を
な
し
感
懐
肝
に
銘
す
る
処
に
御
宝
殿
の

ほ
と
り
よ
り
重
而
一
句
と
望
む
聾
セ
リ
時
に
右
山
お
も
へ
ら
く
凡
今
の
世
に
あ

た
り
て
我
音
曲
を
如
此
し
ゐ
て
望
む
者
有
へ
か
ら
す
迩
敢
て
語
り
さ
り
け
る
と
な

り
後
に
聞
ハ
恭
も
北
野
の
神
の
好
セ
給
ふ
と
そ
筆
を
ふ
る
ヘ
ハ
風
雨
お
と
ろ
き

詩
成
て
鬼
神
を
泣
し
む
と
云
事
も
お
も
ひ
合
セ
ら
れ
て
弥
有
難
く
覺
ゅ
る
萬
の

道
つ
と
め
て
妙
を
得
る
に
至
り
て
ハ
皆
如
此
な
ら
ん
し
に
或
は
都
方
二
名
轡

を
初
も
有
或
は
八
坂
方
二
寄
妙
を
得
る
も
あ
り
其
徳
は
人
に
あ
り
て
家
に
は
あ

ら
す
南
派
の
佳
名
環
の
端
無
か
如
く
成
へ
し

（
ｋ
）
抑
音
曲
の
事
は
只
其
身
の
堪
否
二
依
へ
し
い
つ
れ
の
派
に
て
面
白
け
れ

と
云
人
は
心
得
な
き
人
の
申
処
也
平
家
の
音
曲
と
云
は
中
音
初
重
三
重↑

讃
甲
歌
白
拍
子
風
俗
催
馬
樂
韓
神
今
様
祝
言
詫
宜
等
都
而
諸

道
の
音
曲
ニ
渡
る
と
云
々
或
は
大
音
に
し
て
坪
劉
卿
到
謝
削
１
劃
割
引
刈
馴
お
も
ひ

ノ
、
心
ノ
、
に
依
へ
し

（
１
）
讐
は
噌
鯛
々
た
る
の
四
の
絃
の
其
聾
国
々
也
と
い
ゑ
共
い
つ
れ
も
お
も

し
ろ
き
か
如
く
二
た
と
へ
其
風
躰
も
替
る
と
い
ゑ
共
上
手
た
る
は
然
ル
ヘ
し

（
、
）
平
家
の
本
に
は
墨
譜
な
し
師
を
あ
つ
め
て
師
を
う
っ
さ
、
れ
只
自
妙

を
得
る
を
以
て
名
人
と
す
然
れ
共
万
物
は
出
所
を
貴
ふ
に
よ
れ
り
い
か
に
も
唯

名
人
と
も
の
風
流
を
以
て
聞
習
ふ
へ
し
文
々
句
々
節
は
か
せ
に
羅
綾
を
お
る
事
は

各
唇
上
手
と
申
也
け
に
も
其
躰
を
語
り
な
さ
ん
す
る
事
も
下
手
は
叶
ふ
へ
か
ら
さ

肌
聾
物
語
胸
包
甲
の
謎
差
言
拾
物
霞
是
袖

或
は
諸
經
法
事

る
間
ま
つ
ハ
は
上
手
と
い
ひ
つ
へ
し
但
名
人
共
の
申
ハ
さ
の
ミ
ふ
し
音
曲
な
る

ハ
ほ
む
る
所
な
し
小
野
甲
歌
杯
は
ふ
し
は
か
せ
を
を
っ
て
本
意
と
す
平
家
の
事

ｋ
Ｐ
Ｉ
１

６

ｉ

ハ
朝
の
史
記
眞
俗
の
清
観
と
も
云
っ
へ
し
さ
れ
ハ
文
頭
に
ひ
と
し
う
し
て
い
か
に

ニ
お
ゐ
て
心
を
い
た
し
て
尊
く
殊
勝
成
ル
所
お
は
我
も
随
喜
の
思
ひ
を
な
す
様
二

拾
ひ
な
と
お
は
我
も
文
学
を
な
す
様
二
軍
場
の
躰
お
は
我
と
合
戦
す
る
様
二
哀

成
所
お
は
我
も
袖
を
う
る
ほ
す
様
二
恋
慕
の
沙
汰
を
す
る
所
お
は
我
も
心
の
浮
る

、
様
二
狂
言
に
か
、
る
所
お
は
我
も
お
か
し
く
畳
ゅ
る
様
に
只
い
つ
方
お
も
似
つ

か
わ
し
く
語
り
な
せ
る
を
以
て
上
手
と
す
細
に
ふ
し
音
曲
を
好
む
事
お
は
上
手
ハ

嫌
ふ
と
見
へ
た
り
実
に
無
音
の
者
杯
の
さ
の
み
ふ
し
に
音
曲
二
た
つ
さ
わ
り
て
分

？

よ
り
も
調
子
高
に
し
て
の
り
ひ
に
三
心
苦
し
う
し
て
是
を
語
れ
は
速
殊
勝
成
へ
く
も

Ｉ

な
し
昔
し
て
鼻
二
う
っ
ミ
ロ
に
ふ
く
ミ
て
頭
長
振
り
し
く
か
る
は
見
聞
蓉
一
悪

敷
也
い
か
に
も
唯
音
曲
の
鉢
を
幽
玄
に
と
て
中
宣
一
董
の
間
二
お
ゐ
て
能
ふ
し
杯

ハ
壱
シ
ー
ツ
は
語
る
へ
し
音
曲
も
又
中
害
勧
重
の
下
結
ひ
お
さ
む
る
所
に
し
て
只

字
一
シ
程
舌
の
上
に
ち
ら
り
と
廻
し
て
音
曲
歎
と
聞
ゅ
る
斗
二
し
る
す
へ
し
さ
れ

は
珍
ら
敷
も
面
白
で
人
も
感
し
侍
る
な
れ
拾
ひ
場
杯
ハ
文
の
な
り
二
よ
り
吟
の
下

に
よ
っ
て
能
や
う
に
し
る
す
へ
し
何
様
に
も
ひ
ろ
う
音
曲
の
下
お
は
火
急
に
も
つ

↑

て
納
む
へ
し
柔
和
な
れ
は
感
を
と
れ
り
上
手
忘
人
共
の
風
流
は
皆
以
て
如
此

一
昔
も
人
の
称
美
に
よ
っ
て
佳
名
を
得
今
二
お
ゐ
て
も
世
二
用
て
康
上
と
称
す
へ
し

蜜
墨
跡
杯
ハ
古
き
を
以
て
規
模
と
せ
り
音
曲
の
事
は
身
さ
り
て
後
は
跡
に
残
ら
す

唯
富
座
の
新
し
く
お
も
し
る
し
な
す
へ
し

（
、
）
諸
蓉
は
其
身
の
所
作
必
同
学
派
に
あ
ら
ぬ
共
似
た
る
類
も
有
之
也
ま
さ

I

人
の
耳
二
と
つ
く
る
様
二
語
る
へ
し
其
中
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躰
懸
隔
也
イ
ン
ハ
侍
坂
（
伎
巧
卜
有
）
を
似
て
沙
汰
せ
ら
れ
し
故
摂
政
殿
被
遊
て

平
家
も
夫
に
は
違
ふ
へ
か
ら
す
た
と
へ
強
弱
宣
叙
の
差
別
有
と
い
へ
共
上
手
の
意

地
ハ
何
レ
も
同
し
か
る
へ
し

（
Ｏ
）
当
道
二
お
ゐ
て
四
シ
の
存
知
五
シ
の
本
意
あ
る
へ
き
也
四
シ
の
存
知
と

云
は
或
は
禁
裡
仙
洞
の
勘
大
臣
將
軍
の
亭
或
は
貴
人
高
僧
の
前
田
夫
野
人

の
所
に
て
語
る
平
家
あ
る
へ
き
也
五
シ
の
本
意
と
云
ハ
矛
一
二
本
の
清
撰
二

二
音
曲
三
ツ
ー
存
知
四
二
音
感
五
ツ
ー
琵
琶
成
へ
し

（
ｐ
）
次
二
琵
琶
の
更
ハ
昊
國
に
も
先
廉
承
武
我
朝
に
は
天
徳
の
聖
主
掃
部
の
寮

ｒ
ｌ

貞
敏
湯
の
末
流
橘
姓
風
妙
音
院
大
政
大
臣
師
範
公
后
宮
の
經
正
木
工
頭
孝

．

道
右
馬
頭
孝
時
此
方
の
御
事
は
平
家
の
爲
に
調
子
を
伺
斗
也
さ
れ
は
如
此
一

巡
を
引
渡
し
て
後
さ
の
ミ
平
家
の
中
間
ニ
し
け
く
是
を
引
へ
か
ら
す
唯
下
手
は
音

曲
の
叶
わ
ぬ
の
ミ
な
ら
す
耳
根
共
二
瞳
々
と
し
て
面
を
ふ
り
四
絃
一
聾
一
律
一

呂
曲
不
調
傳
手
二
取
合
時
刻
を
移
し
て
我
身
も
本
意
な
く
聴
衆
も
退
屈
し
て
其
興

な
し
と
云
々

（
ｑ
）
當
道
初
た
る
所
に
て
平
家
可
語
る
へ
き
や
ふ
先
祝
言
常
の
如
く
三
句

ｒ

を
語
ら
ハ
軍
場
一
句
五
句
か
た
ら
ハ
讃
物
壱
シ
是
簡
量
に
あ
ら
す
為
通
法
也

（
ｒ
）
當
道
ニ
お
ゐ
て
凉
の
菰
塔
迄
二
季
の
寄
合
一
日
の
追
善
あ
り
其
故
は

昔
光
孝
天
皇
の
御
子
雨
夜
の
尊
迩
盲
人
の
宮
お
わ
し
ま
し
き
末
代
澆
季
二
及
ん
て

闇
冥
の
盟
殊
二
流
布
セ
ん
も
の
か
可
被
助
方
便
通
其
頃
天
下
二
翫
は
家
の
風
雅
を

に
師
の
一
定
よ
り
出
た
れ
共
名
別
な
る
の
ミ
是
多
し
さ
れ
は
拾
人
は
十
様
也
聖

人
は
自
出
速
舜
は
瞥
艘
に
似
す
重
盛
も
滑
盛
に
は
似
さ
り
し
也
詠
寄
の
道
も
父

子
の
ま
ち
ノ
、
也
と
俊
成
や
定
家
を
似
て
諸
家
を
被
引
連
歌
も
ま
た
師
弟
の
風

、、
、

吟
し
て
四
絃
を
弾
合
宛
此
道
を
始
腫
給
ひ
け
る
と
か
や

ｒ

さ
れ
ハ
ニ
月
十
六
日
は
彼
天
皇
の
御
命
日
た
る
に
依
て
も
ろ
ノ
、
の
道
當
河
原
え

出
て
石
塔
を
組
御
菩
提
を
吊
ら
ひ
奉
る
是
を
積
塔
と
名
付
て
三
月
廿
四
日
は

主
上
を
始
奉
り
て
平
家
滅
亡
の
日
た
る
間
一
日
頓
写
あ
り
と
云
々
六
月
十
九
日
の

凉
と
云
は
光
孝
の
雨
夜
尊
母
公
の
御
仏
吏
と
な
り

ｒ

（
Ｓ
）
道
は
五
是
よ
り
出
て
辞
は
典
謨
二
通
せ
り
誰
歎
是
を
賞
と
せ
さ
ら
ん
や

（
ｔ
）
當
道
の
由
来
を
無
存
知
人
杯
は
唯
普
通
の
遊
者
の
列
二
お
も
ひ
な
さ
れ
ん

ｉ
か
以
の
外
誤
也
ら
既
二
當
道
名
の
字
を
定
め
官
途
を
領
せ
ら
る
、
事
ハ
昔
天
下
の

Ｉ

盲
人
ハ
朝
廷
よ
り
領
所
お
も
霞
恭
も
蒙
御
扶
持
之
間
君
恩
を
報
し
奉
ら
ん
か
爲

に
列
し
て
一
万
巻
の
心
經
を
調
て
歳
末
二
依
捧
巻
數

（
ｕ
）
僧
家
の
輩
二
准
し
検
校
別
當
勾
当
以
下
の
官
位
を
許
さ
ら
る
と

云
々
し
か
の
ミ
成
す
其
身
の
藝
業
大
暑
公
家
の
沙
汰
也
本
に
付
而
も
雲
の

井
字
を
勿
論
か
如
此
の
次
第
其
数
寄
に
依
て
勘
文
録
を
披
見
し
諸
道
の
記
録
の

内
撰
し
て
假
名
二
書
顕
す
跡
也

‐

（
ｖ
）
右
此
末
書
跡
々
留
置
自
然
當
道
二
對
し
て
是
を
説
聞
セ
い
す
る
時

偏
執
之
儀
又
自
家
に
違
す
る
事
あ
ら
は
定
て
段
誇
多
か
ら
ん
先
様
其
非

に
依
て
論
す
る
へ
し
其
仁
の
説
お
も
不
可
被
遊
故
な
ん
と
な
れ
は
經

教
の
説
に
も
相
違
不
同
あ
り
何
況
狂
言
綺
語
の
雑
談
ニ
お
ゐ
て
お
や

容
所
也

頻
乞
需
而
欝
写
旱
努
々
他
見
不
可
有
之
者
也

元
禄
五
年
申
孟
春
日
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内
閣
文
庫
本
（
彰
考
館
本
の
写
）
に
よ
る
主
要
校
異

１
、
ナ
シ

・
２
，
つ
儒
法
ノ
殊
勝
ヲ
カ
ミ
タ
ル
ハ
一
念
随
喜
ノ
功
癒
ヲ
ナ
サ
、
ラ
ン
」

３
、
ナ
シ

４
、
ナ
シ

５
、
「
其
後
如
一
城
賢
ト
キ
コ
ヘ
シ
ハ
昔
城
一
ノ
直
弟
」

６
、
［
如
一
は
覚
一
ノ
師
匠
城
賢
ハ
八
坂
サ
イ
シ
ョ
ノ
検
校
ナ
リ
」

７
、
「
平
家
ノ
文
章
ヲ
ン
キ
ヨ
ク
ノ
テ
イ
タ
ラ
ク
別
條
也
世
以
テ
疑
胎
ア
リ
」

８
、
「
大
内
」

９
、
「
又
ウ
チ
ノ
巻
本
ト
モ
イ
ヘ
リ
」

皿
、
「
受
こ

ｕ
、
こ
の
項
全
文
ナ
シ

理
、
こ
の
項
全
文
ナ
シ

羽
、
．
「
中
音
初
璽
三
重
折
物
語
胸
壁
サ
シ
言
拾
物
騒
是
也
」

Ｍ
、
「
法
花
鼠
草
」

聡
、
「
ア
ラ
リ
ト
霞
モ
ア
リ
或
ハ
小
音
ニ
シ
テ
幽
美
二
語
モ
ア
リ
其
皆
人
ノ
」

略
、
「
文
讃
」

釦
、
「
名
人
」

刻
、
「
侍
坂
」

「
侍
坂
」

明
、
「
ノ
リ
ヒ
リ
テ
ノ
心
」

羽
、
「
榮
〆
功
ナ
シ
作
法
ニ
コ
ソ
サ
シ
タ
ル
事
モ
ナ
キ
ー
こ

Ⅳ
、
ナ
シ

。
な
お
底
本
は

「
イ
ン
ハ
齢
壷
卜
有
」

○

34 33 32 31 30 29 28
、 、 、 、 、､ 、 、

27 26 25 24 23 22
、 、 、 、 、 、

「
渇
陽
」

「
皇
后
宮
亮
経
政
」

「
御
事
ハ
更
二
別
條
ナ
リ
學
テ
葛
ス
ヘ
カ
ラ
ス
コ
ノ
當
道
ノ
事
ハ
平
家
ノ
」

「
コ
レ
カ
ナ
ラ
ス
衝
量
」
・

「
當
道
」

「
御
フ
シ
シ
ト
ナ
リ
ソ
ノ
後
延
喜
第
四
ノ
皇
子
蝉
丸
モ
ソ
ノ
跡
ヲ
追
テ
遼
坂
ノ
関
ノ
邊

ニ
ソ
瀞
陽
江
上
ノ
望
ヲ
コ
ラ
シ
弾
絃
時
ヲ
吟
シ
戯
月
ヲ
送
ラ
セ
玉
ヒ
ケ
ル
ト
ャ
是
モ

愚
擬
迷
暗
ノ
衆
生
ヲ
タ
ス
ケ
ラ
ル
ヘ
キ
御
方
便
ト
コ
ソ
ウ
ケ
玉
ワ
と

「
王
氏
」

「
無
念
ノ
事
ナ
リ
」

「
料
綴
ヲ
オ
カ
レ
」

「
勘
文
録
シ
」

「
該
聞
セ
ン
ス
ル
」

ナ
シ

「
右
當
道
要
抄
以
元
禄
庚
辰
春
一
松
又
之
進
所
蔵
本
謄
馬
之
彰
考
館
識
』
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